
導入編 


本製品や添付のソフトウエアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明 
します。また、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読ん 
で、正しくセットアップしてください。 


「特長」 （2 ぺージ） 

本製品の特長や添付（または別売品）のソフトウェア、およびを種オプション 
とソフトウェアの組み合わせによって実現できるシステム管理のための機能に 
ついて説明しています。 

r 導入にあたって」 （9 ページ） 

本製品をご利用されるシステムを構築する際に知っておいていただきたい事柄 
や、参考となるアドバイスが記載されています。 

r お客様登録」 （1 日ページ） 

お客様登録の方法について説明しています。 Express 5800シリーズ製品に関す 
るさまざまな情報を入手できます。ぜひ登録してください。 

「セットアップを始める前に」 （1 目ページ） 

セットアップの順唐を説明します。お使いになるオペレーティングシステムや 
購入時の本体によってもセットアップの方法は異なります。 

「Windows Server 2003 x 目4 Editions のセットアップ」 （1 9ぺージ） 

Windows Server 2003 x 64 Editions で運用する場合のシステムのセットアッ 
プの方法について説明しています。 

「Windows Server 2003のセットアップ」 （28 ぺージ） 

Windows Server 2003で運用する場合のシステムのセツトアップの方まにつ 
いて説明しています。 
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2 特長 


特長 


お買い求めになられた本製品の特長を次じ示します。 


拉張性 

• 豊富な10オプションス□ット 

-PCI EXPRESS ( x 8) : 3 ス□、ソ ト 
- PCI-X (64- bit /100 MHz ) ;1 ス□、ソ ト 
- PCI バス （32- bit /33 MHz ) :1 ス□、ソ ト 
• 最大 48 G 己の大容量メモリ 
• ネットワークポートを標準で2ポート装備 
• リモートパワーオン機能 

• 最大2マルチプ□セ、ソサまでアップグレード巧能 
• 最大2台の電源ユニット（冗長機能） 

• USB 2.0 対応 

• ラックマウントタイプへのコンバージョンが可能 
( N 8 143-61 ラック〕ンバージョンキットが必要) 



信頼性 

• メモリ監視機能 （1 ビットエラー訂正/2ビットエラー 
お出） 

• メモリ冗長機能 （ Mirroring , Sparing ) 

• メモリ/ CPU 縮退機能（障害を起こしたデバイスの 
論理的な切り離し） 

• バスパリティエラー横化 
• 温度お巧 
• 異常通知 

• 内蔵ファン回転監視機能 
• 内部電圧監視機能 

• 電源ユニットの冗長機能（ホットスワップ対応） 

• ディスクアレイ（オプション） 

• オートリビルド機能（ホットスワ、ソプ対応） 

• 己 I 0 S パスワード機能 
• 盗難防止（セ丰ュリティ□、ソク） 


デュアルコア64ビット Intel ® Xeon ® プ□セ、ソサ搭載 


- N 8100-に39 
一 N 8100-1240 
- N 8100 -132 己 
- N 8100-1326 
一 N 8100-に94 
- N 8100-に9己 
- N 8100-に97 


1.6GHZ/4M 己 Cache 
3.0GHZ/4MB Cache 
2GHZ/4M 己 Cache 
2.33GHZ/4MB Cache 
1.6GHZ/4M 己 Cache 
2GHZ/4M 己 Cache 
3GHZ/4M 己 Cache 


クアッドコア64ビット Intel ® Xeon ® プ□セ、ソサ搭載 


-N8100-1298: 2.33GHZ/2 X 4M 己 Cache 


高速ネットワークインタフ エース 

(10 BASE - T /100 BASE - TX /1 000己 ASE-T 対応) 
高速ディスクアクセス （ SAS ) 


ぐに使える 



己 TO (工場組み込み出荷）使用する 0 S のインス I ''ールや 
オプションの取り付けを指定できます。 

八ードディスクドライブ、増設用電源ユニットはケーブルを 
必要としないワンタッチ取り付け（ホ、ソトスワップ対応） 


• ESMPR 0 プ□ダクト 

• DianaScope (リモートマネージメントツール） 

• ディスクアレイユーティリティ（数種類） 

• 本体遠隔監視機能作 XPRESSSCOPE エンジン) 


守機能 

• オフライン保守ユーティリティ 
• DUMP スイ、ソチじよるメモリダンプ機能 

^ 電力機能 

スリープ機能 (Windows Server 2003) 


^ 富 な機能搭載 

• グラフィックスアクセラレータ 「Pilot GA 」 探用 
• 冗長電源対応（オプション電源増設時に有効） 

• EI Torito Bootable CD - ROM(no emulation 
mode ) フォーマットをサポート 

• POWER スイ、ソチマスク 
• ソフトウエア Power Off 
• リモートパワーオン機能 

• AC-UNK 機能 

• コンソールレス機能 

lib 利なセットアツプユーテイリテイ 


S 己診断機能 

• Power On Self-Test ( POST ) 

• システム診断 （ T & D ) ユーティリティ 


• EXPRESS 己 UILDER (システムセットアップユーティリティ） 

• ExpressPicnic (セットアップパラメータ FD 作成ユーティリティ） 

• SETUP 旧 I 0 S セットアップユーティリティ） 



















導入編 3 


本装置は、高い信頼性を確保するためのさまざまな機能を提供しています。 

本体に添付されている ESMPRO などのソフトウエアが提供する監視機能との連携により、シ 
ステムの障害を未然に防止、または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害からサーバを守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるため 
のバックアップ装置などといったを種オプション製品により、さらなる信頼性を確保すること 
ができます。 

を機能はそれぞれ下の八ードウエア、およびソフトウエアにより実現しています。 


管理分野 

必要な八ードウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

ストレージ管理 



• ディスク管理 

-八ードウエア全般 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 


-ディスクアレイコント□-ラ* 

Power Console Plus 

MegaRAID Storage Manager 

• バックアップ管理 

DAT/AIT など*^ 

Windows 標準バックアップツール 
ARCserve for Windows NT*^ 
BackupExec*、 NetBackup*^ 

電源管理 

無停電電源装置 （UPS) *'| 

PowerChute Business Edition*' 

(ま） 

無停電電源装置により、使用するソ 
フトウェアが異なります。 

ネットワーク管理 

100 BASE-TX 接続ボードなど* 1 

WebSAM/Netvisor* 1 

リモート管理 

本体標準装備の EXPRESSSCOPE エン 
ジン（一部の機能の利用にはリちート 
マネージメント拡張ライセンス*^が必 
要） 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

DianaScope 


*1 オプション製品。 











4 特長 


ヴーバ 管理 

本体の八ードウエアの状態を管理するために 「ESMPRO/ServerAgent」 をインストールし 
てください。 rESMPRO/ServerAgentJ は本体の稼動状ミ兄などを監視するとともに万一の障 
害発生時 「ESMPRO/Se「ve「Mamge「」 と連携してただちに管理者へ通報します。 
ESMPRO/ServerAgent をインストールした場合、データビューアの項目ごとの機能可否は次 
の表のとおりです。 


機能名 

可否 

機能概要 

八ードウエア 


〇 

八ードウエアの物理的な情報を表示する機能でず。 


メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する機能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示ずる機能でず。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示ずる機能でず。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする機能でず。 

メモリの論理情報参照や状態監視をする機能でず。 

ン〇デバイス 

〇 

I/O デバイス（シリアルポート、パラレルポート、キー 
ボード、マウス、ビデオ）の情報参照をする機能です。 

システム環境 


〇 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視ずる機能で 
す。 


温度 

〇 

崖体内部の温度を監視する機能です。 


フアン 

〇 

ファンを監視ずる機能でず。 


電圧 

〇 

崖体内部の電圧を監視する機能でず。 


電源 

〇 

電源ユニットを監視する機能でず。 


ドア 

〇 

Chassis Intrusion (崖体のカバー/ドアの開閉）を監視す 
る機能でず。 

ソフトウエア 

〇 

サービス、ドライバ、 0S の情報を参照ずる機能でず。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク (LAN) に関する情報参照やパケット監視を 
ずる機能でず。 

拡張バスデバイス 

X 

拡張ノなデバイスの情報を参照する機能でず。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する機能です。 

□ーカルポーリング 

〇 

ESMPRO/ServerAgent が取得する任意の MIB 項目の値 
を監視ずる機能です。 

ストレージ 

〇 

八ードディスクドライブなどのストレージ機器やコント 
□ーラを監視する機能でず。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をずる機能で 
す。 

ディスクアレイ 


〇 

LSI 社製ディスクアレイコント□-ラ （ N81 03-73A/-80/- 
81)、および、 Promise 社製ディスクアレイコント□-ラ 
を監視する機能です。 




* 上記ディスクアレイコント□ーラをサポートしていない 
本体装置の場合、ディスクアレイの情報はデータビューア 
には表示しません。 

その他 


〇 

Watch Dog Timer (OS のストールを監視ずるタイマー) 
による 0S ストール監視をする機能です。 



〇 

0S STOP エラー発生後の通報処理を行う機能です。 


〇:サポート A :—部サポートX:未サポート 



ESMPRO / ServerManager と ESMPRO/ServerAgent は、本体に標準添付されて 
います。各ソフトウエアのインストール方まや使用方まは、各ソフトウエアの 
説明を参照してください。 
































導ん漏己 


ストレージ管理 


大容量のストレージデバイスを管理するために次の点について留意しておきましょう。 

• ディスク管理 

八ードディスクドライブの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を 
高めることにつながると言えます。本体標準装備、またはオプションの RAID コント□一 
ラ（ディスクアレイコント□ーラ）を使用することにより、ディスクドライブをグルー 
プ化して冗長性を高め、データの損失を防ぐことができます。 


-本体標準装備 


本体のマザーボードには、 SASA- ドディスクドライブを接続することができる 
チヤネルを持っています。また、このチヤネルを制御するコント□ーラによって 
RAID ドライブを構築することができます。コント□ーラがサポートしている RAID 
レベルは RAIDO と RAID 1です。 

コント□ーラの制御やを種設をはコント□ーラに搭載されているコンフィグレー 
ションユーティリティ [LSI Software RAID Setup Utility J を使用します。詳しく 
は 「RAID コンフィグレーション」 （187 ページ)」を参照してください。 

運用中の管理-保守は 「MegaRAID Storage Manager」 を使用します。使用方ま 
については「ソフトウェア編」またはオンラインド羊ュメントを参照してくださ 
い。 

- ディスクアレイコント□ーラの場合 

ディスクアレイコント□ーラは、 SASA- ドディスクドライブを使ったディスクア 
レイを構築するための PCI ボードです。 


ディスクアレイの RAID 0、 1、5 (オプション）、10 (RAID1 のスパン）のを RAID レ 
ベルをサポートしています。 

ディスクアレイコント□ーラの制御やを種設をはコント□ーラに搭載されているコ 
ン フィグレーショ ンユー ティ リ ティ 「MegaRAID Configuration Utility 」 を使用しま 
す。詳しくは、ディスクアレイコント□ーラに添付の説明書を参照してください。 

運用中の管理-保守は Windows ベースのユーティリティ 「MegaRAID Storage 
Manager」 を使用します。 


このソフトウエアは、それぞれのディスクアレイコント□ーラの管理-監視をする 
とともに、£31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「や[51\/1ド1^0/56「ソ6「八96がとの連携によリ、 
ディスクアレイの状ミ兄をトータルに監視し、障害の早期発見や予防措置を行い、八一 
ドディスクドライブの障害に対して迅速に対処することができます。 

ディスクアレイの設定は、セットアップ、ソール「シームレスセットアップ」でも設 
定できます。より詳細な設定をするときに、ボードのチップに搭載されているコン 
フイグレーシヨ ン ユーテイ リ テイを 使用してください。 




Power Console Plus や 、 MegaRAID Storage Manager 、 ESMPRO / ServerManager 、 
ESMPRO / ServerAgent 、 は、本体に標準で添付されています。ソフトウェアのイ 
ンストール方法や使用方法は、各ソフトウ I アの説明を参照してください。 
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ディスクアレイ 
コント□ーラの機能 

機能の概要 

レペル 

RAIDO 、 1、5、10 ( RAID 1のスパン）、5日 （ RAIDS のスパン）の各 RAID 
レベルをサポート 

ホ、ソ トプラグ 

システムが稼働している状態でハードディスクドライブなどのデバイスを巧 
換することができます。 

オートリビルド 

故障した八ードディスクドライブを新品の八ードディスクドライブに交換し 
た後、残りの八ードディスクドライブのデータから故障した八ードディスク 
ドライブが持っていたデータを自動的に復元します。 

エキスパンドキヤパシティ 

稼働中のシステムを停止することなく八ードディスクドライブの増設をする 
ことにより、ディスクアレイの使用可能領域や論理ドライブを自動的に拡張 
しまず。 


• バックアップ管理 

定期的なバックアップは、不意のサーバのダウンに備える最も基本的な対応です。 

DAT 装置や AIT 装置と各種ソフトウエアを使って定期的にバックアップをとってくださ 
し^。容量や転送スピード、バックアップスケジュールの設をなど、ご使用になる環境に 
合わせて利用して<ださい。 

バックアップデバイスと接続するためにはオプションの SCSI コント□ーラボードが必要 
です。 


デバイス名 

説明 

DAT 

高性能、大容量なうえ、標準規格としての互換性も備えており、広く利用されているバック 
アップメディア。最大 36 GB のデータバックアップが可能。ル〜中規模システム向け。 

LTO 

最大200 GB のデータバックアップが可能。基幹業務等大規模システム向けの高性能バック 
アップ装置。 

AIT 

最大100 GB のデータバックアップが巧能。中規模システム向け。 
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ジョブが編窠のホ示がツ-ルのヘルプお） 

ゥィザード I バッゥアップ I ザィアのほ元と封ま I スケジュールジョブ I 
バッウアップユーティリティの詳細モードの開始 

ウィザードモード に切。暂えると J 柏クアップとほ元の記ミをよ。商をに行うことげできます。 




，こ、 プ□ヴラムやファイルのパックアップが城することができます。 


クィザ—ドで.、データかわクアップ船ほ元で.きます。 


聋， 

. ,I S めシステム回ほウィザード(が 

製 I 錫濡鑑齡戦離端魏燃雜》，磯 


NTBackup 



アプリケーション名 

説明 

NTBackup(OS 標準） 

Windows 標準のバックアップツール。 

単体バックアップ装置に単純なバックアップを行うときに使用。 

ARCserve 

( コンピュータ.アソシエイツ社） 

国内で最もポピュラーな PC サーバのバックアップ、ソール。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

BackupExec(Symantec せ） 

米国で最もポピュラーな PC サーバのバックアップ、ソール。 

NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

NetBackup(Symantec 社） 

異種プラットフォーム環境で統合的な制御/管理を実現した、 

BackupExec の上位バックアップツール。基幹業務など大規模システム 
まで対応。才ープンファイルバックアップ、 D 尼 aster Recovery を標準 
サポート。 DB オンラインバックアップなどに対応可能。 


Datacenter 


探 
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BackupExec 


NetBackup 
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電源管理 

商用電源のトラブルは、システムを停止させる大きな原因のひとつです。停電や瞬断に加え、 
電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムダウンの要因となる場合があります。 
無停電電源装置 (UPS) は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始めると、 
自動的にバッテリから電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理者は、その間 
にファイルの保存など、必要な処理を行うことができます。さらに電圧や電流の変動を抑え、 
電源ユニ、ソトの寿命を延ばして平均故障間隔 (MTBF) の延長にも貢献します。また、スケ 
ジュールなどによる本装置の自動-無人運転を実現することもできます。 

本製品では、 APC 社製 Smart-UPS の無停電電源装置をオプションとして用意しています。管 
理-制御ソフトウエアとして ESMPRO/UPSManager や ESMPRO/AutomaticRumingCon- 
troller などがあります。 


ネットワーク管理 


ESMPRO/ServerManager、ESMPRO/ServerAgent を使用することにより、本体に内蔵され 
ている LAN カードの障害や、回線の負荷率等を監視することができます。 

また、別売の ESMPRO/Netvisor を利用することにより、ネットワーク全体の管理を行うこと 
ができます。 


リ モー ト管理 

本体標準装備の EXPRESSSCOPE エンジンと EXPRESS 目 ULDER に収められているアプリ 
ケーシヨン 「DianaScope」 を使用することにより、 LAN/WAN を介した本体のリモート監 
視や管理をすることができます。 

EXPRESSSCOPE エンジンが提供する管理機能は W 下のとおりです。 

• 電源ユニットの監視 

• 温度/電圧 /FAN の監視 

• 八ードウエア障害のシステムイベント□グ (SEL) 生成機能 

• ウォッチドッグタイマによる 0S スI-ール監視 

• 0S ストップエラー発生後の通報処理 

• Web ブラウザを使用したリモート制御（本体装置のリセット、電源 ON/OFF、 システム 
イベント□グ (SEL) の確認など） 

• リモート KVM 機能、リモートデバイス機能(オプションのリモートマネージメント拡張 
ライセンスが必要です。） 


• リモートマネージメント拡張ライセンスを使用する場合のを意事項 

-リモートメディア機能を使用して、 rEXPRESSBUILDERJ CD-ROM 
か6サーバをブートすることはできません。 

-リモートコンソール/リモートメディア機能(こついての最新情報は、 
弊社 Web サイト (http://nec8.com) を参照してください。 

• 口 anaScope による LAN/WAN 経由でのリモート制御、複数台装置の集中管理 





Web ブラウザを使用したリモート制御やリモート KVM 機能、リモートデバイス機能じついては 
EXPRESSBUILDER 内の 「EXPRESSSCOPE エンジンューザーズガイド」を参照してください。 









導入編 Q 


導入にあたつて 

本装置を導入するじあたって重要なポイントじついて説明します。 

システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 

「特長」での説明のとおり、本装置は運用管理•信頼性に関する多くの八ードウェア機能を持 
ち、用途に応じてさまざまなソフトウェアが添付されています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「をハードウェア機能および添付ソフト 
ウェアのどれを使用して、どのような運用するか？」などを橫討し、それに合わせて必要な 
八ードウエアおよびソフトウエアのインストール/設をを行ってください。 


稼動が況-障害の監視、および保守 

本体に標準添付の 「ESMPRO/Se「ve「Manage「」 、 「ESMPRO/ServerAgent」 を利用すること 
により、リモートからサーバの稼動状ミ兄や障害の監視を行い、障害を事前に防ぐことや万一の 
場合に迅速に対応することができます。 

運用の際は、 「ESMPRO/Se「ve「Manage「」 、 「ESMPRO/ServerAgent」 を利用して、万一の 
トラブルからシステムを守るようムがけてください。 



なお、本装置に障害が発生した際に、 NEC フィールディング（微がアラート通報を受信して 
保守を行う「エクスプレス通報サービス」を利用すれば、低コストで Express 5800シリーズ 
の障害監視-保守を行うことができます。 

r エクスプレス通報サービス」をご利用になることも橫討してください。 
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システムの構築-運用にあたっての留意点 

システムを構築-運用する前に、次の点について確認してください。 

出荷時のげ態を確認しましょう 

本製品を導入する前に、化荷時の状態を確認してください。 

• オペレーティングシステムのインスIル状態について 

を文により化荷時の状態に次の2種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインストール 

BT0( 工場組み込み化荷）にて Windows Server 2003 x64 Editions、Windows 
Server 200 3 、または Linux のインストールを指定された場合。 

未インストール 

BT0 (工場組み込み出荷）による 0S のインストールを希望されなかった場合。 


化荷時のオペレーティングシステムのインストール状態により、必要なセットアップ作 
業が異なります。18ページの説明に従ってセツトアップを行ってください。 


• パーティシヨン構成について 

本装置では、セットアップすると1台目のディスクの先頭に保守用の領域（保守用パー 
テイシヨン）が自動的に作成されます。 



保守用パーティション 

保守用の各種ユーティリティが格納されていまず。オペレーティングシス 
テムから忙に A 構成」の FAT パーティションとして認識されます。 
























導入編 


セットアップの手順を確認しましよう 

システムを構築するにあたり、「セットアップ」は必要不可欠なポイントです。 

セットアップを始める前にセットアップをどのような順唐で進めるべきか十分に横討してく 
ださい。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを狂 
わせるばかりでなく、本装置が提供するシステム全体の安をした運用と機能を十分に発揮でき 
な < なります。 


• くその1 > 運用方針と障害対策の検討 

八ードウエアが提供する機能や採用するオペレーティングシステムによって運用方針や 
セキュリティ、障害への対策方法が異なります。 

「特長 （2 ページ）」に示す本装置が提供する機能を十分に利用したシステムを構築できる 
よう橫討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会社および弊社営業担当にご相 
談されることもひとつの手だてです。 


• くその2> 八ードウエアのセットアップ 

本体の電源を ON にできるまでのセットアップを磕実に行います。この後の「システムの 
セットアップ」を始めるためじ運用時と同じ状態にセットアップしてください。詳しく 
は、18ページに示す手順に従ってください。 

八ードウエアのセットアップには、オプションの取り付けや設置、周辺機器の接続に化 
えて、内部的なパラメータのセットアップも含まれます。ご使用じなる環境に合わせた 
パラメータの設をはオペレーティングシステムや管理用ソフトウェアと連携した機能を 
利用するために大切な手順のひとつです。 


• くその3> システムのセットアップ 

オプションの取り付けや BIOS の設定といった八ードウエアのセットアップが終わった 
ら、八ードディスクドライブのパーティションの設定やディスクアレイの設定、オペレー 
ティングシステムや管理用ソフトウエアのインストールに進みます。 

- 初めてのセットアップの場合 

初めてのセットアップでは、お客様がを文の際に指をされたインス!-ールの状態に 
よってセットアップの方法が異なります。 

「カスタムインストール」を指定して購入された場合は、本体の電源を ON にすれば 
自動的にセットアップが始まります。セットアップの途中で表示される画面のメッ 
セージに従って必要事項を入力していけばセットアップは完了します。 

Linux のインストールを指定:して購入された場合は、 Express 5800 /Linux インス 
I-ール代行サービス説明書を参照してセットアップを完了させてください。 

「ホインストール」にて購入された場合は、添付の rEXPRESSBUILDERJ CD-ROM 
が提供する自動セットアップユーティリティ「シームレスセットアップ」を使用し 
ます。シームレスセットアップでは、はじめにセットアップに必要な情報を選択- 
入力するだけであとの作業はシームレス（切れ目な <) で自動的に行われます。 
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- 未インス I -ールからのセットアップ-再セットアップの場合 

シームレスセッ ト アップを 使用してください。煩雑な作業を シームレスセッ ト アッ 
プが代わりに行います。 

本装置がサポートしている 0 S は次のとおりです。 

— Microsoft ® Windows Server ™ 2003 R 2, Standard x 64 Edition 日本語版 
似峰 、 「Windows Server 2003 x 64 Editions 」 と呼ぶ） 

— Microsoft < g ) Windows Server ™ 2003 R 2, Enterprise x 64 Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2003 x 64 Editions 」 と呼ぶ） 

— Microsoft ® Windows Server ™ 200 3 R 2 Standard Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

— Microsoft ® Windows Server ™ 200 3 R 2 Enterprise Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

— Microsoft < g ) Windows © Server 2003 Standard Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

— Microsoft < g ) Windows © Server 2003 Enterprise Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

— Linux (サポートしているディストリビューシヨンじついては、お買い求めの販売 
店または、保守サービス会社にお問い合わせください。） 

その他の OS をインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社に 
お問い合わせ<ださい。 

「Windows Server 2003」では、ディスクアレイの設をから管理用ソフトウェアのイン 
ストールまでの作業をシームレスセットアップが行います。 

本装置固有のセットアップは （ OS を除く）、シームレスセットアップが代わりに行いま 
す。セットアップでは、シームレスセットアップを利用することをお勤めします。 


Windows Server 2003 x 目 4 Editions ではシームレスセツトアツプは使 
Bta 用できません 。 「Windows Server 2003 R2 Standard x 目 4 Edition/ 
Windows Server 2003 R2 Enterprise x 目 4 Edition インスト レーシヨ 
ンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を使用してく 
ださい。 


• くその4> 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解巧ができるよう障害処理のためのセット 
アップをしてく ださい 。 Windows Server 2003 x 64 Editions または Windows Server 
2003に関しては、本書で説明しています。 

• くその日> 管理用ソフトウェアのインス!ルとセットアップ 

インストールが完了したソフトウェア旧 TO で化荷時に組み込まれたものを含む）のを 
種パラメータを、使用する八ードウェア/ネットワーク環境へ合うように設をします。ま 
た、本装置と同じネットワーク上へ管理 PC (—般的な PC が使用巧）をを義し、管理•監 
視用のソフトウェアをインストールします。詳しくは「ソフトウェア編」をご覧ください。 
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• くその目> システム情報のノ（ックアップ 

「オフライン保守ユーティリティ」を使ってマザーボード上の装置固有情報をバックアッ 
プします。マザーボードが故障した場合、ボードを換後、この情報をリストアすること 
によって巧換じ(前と同じ状態じすることができます。詳しくは63ページをご覧ください。 
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各運用管理機能を利用ずるにあたって 

本装置で障害監視などの運用管理を行うには、標準添付の ESMPRO / ServerAgent 、 および 
ESMPRO / ServerManager 、 または別売の同ソフトウエアが必要となります。この後で説明す 
るセットアップ手順、またはソフトウエアの説明書（別売の場合）に従ってをソフトウエアの 
インストール、および必要な設をを行ってください。 

を運用管理機能を利用する際には、じ(下の点にごを意ください。 

• ヴーノ (管理機能を利用するにあたって 


- CPU / メモリ縮退機能を利用する場合や CPU やメモリをを換した場合は、巨 IOS のコ 
ンフィグレーシヨンが必要です。「システム BIOS (153 ページ)」を参照して 
「Processor Settings 」 や 「Memory Configuration 」 、 「 Advanced 」 の名'項目を設 
定してください。 

- 装置のをコンポーネント （ CPU / メモリ/ディスク/ファン）の使用状況の監視や才 
ペレーティングシステムのストール監視など、監視項目じよっては ESMPRO / 
ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent でしきい値などの設定:が必要じなりま 
す。詳細は、をソフトウェアに関する説明やオンラインヘルプなどを参照してくだ 
さぃ。 

• ストレージ管理機能を利用するにあたって 

- ディスクアレイコント□ーラを使用する場合 

お使いの環境によって 、 Power Console Plus 、 または MegaRAID Storage Manager 
をインストールしておく必要があります。「ソフトウェア編」の 「Power Console 
円 us けーパ)」あるいは 「MegaRAID Storage 1\/1311396「的8103-90/91/99を使用 
する場合)」の説明に従って対応するユーティリティをインス!-ールしてください。 
ディスクアレイシステムを構築する際は、ディスク稼働率や予防保守性を高めるた 
めにも、アレイディスクの整合性チェックを定期的に行うことをお勤めします（を 
ユーティリティのオンラインドキュメントを参照してください)。 

- バックアップファイルシステムを使用する場合 

テープバックアップ装置を使用する場合は、クリーニングテープを使って定期的に 
へ、ソドを清掃するようムがけてください。へ、ソドのミちれはデータの読み書きエラー 
の原因となり、データを正しくバックアップ/リストアできなくなります。 

• 電源管理機能を利用するにあたって 

- 無停電電源装置 ( UPS ) を利用するには、制御用ソフトウェアが必要です。制御用 
ソフトウェアには、 ESMPRO / UPSManager や ESMPRO / AutomaticRumingCon - 
troller のご使用を推奨します。 

- 無停電電源装置 ( UPS ) を利用する場合、自動運転や停電回復時のサーバの自動起 
動などを行うには BIOS の設をが必要です。「システム BIOS (153 ページ)」を参照 
して、 「 Server 」 メニューにある 「 ACUNK 」 の設ををご使用になる環境に合った 
設をに変更して<ださい。 
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お客様登録 

NEC では、製品ご購入のお客様に rClub Express 会員」への登録をご案内しております。添 
付の「お客様登録申込書」に必要事項をご記入の上、エクスプレス受付センターまでご返送い 
ただくか、または Club Express の WEB サイト 

http://club.express.nec.co.jp/ 

じてご登録ください。 



rClub Express 会員」のみなさまには、ご希望により Express 5800シリーズをご利用になる上 
で役立つ情報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club Express 
の WE 目サイトにて紹介しております。ぜひ、ご覧ください。 




















16 セツトアップを始める前に 


セットアップを始める前に 

セツトアップの順唐と参照するページを説明します。セツトアップは八ードウエアから始めま 
す。 



BTO (工場組み込み出瑜にて Windows のインス I -- ルを指定した場 S ま、本 
装置に Windows のプ□ダクトキーび記載されたラベルび貼り付け5れていま 
ず。 


Product Key: 
AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111111111111111111111 


00000 - 000 - 000-000 


プ□ダクトキーは OS のセットアップや再インストール時に必要な情報です。 
剔びしたり巧したりしないよう取り扱いにごを意下さい。もし剥がれて紛失し 
たりミちれて見えなくなった場合でも、ラベルの再発行はできませんので、あ5 
かじめプ□ダクトキーをメモし、他の添付品と一緒にメモを保管されることを 
お勧めします。 


EXPRESSBUILDER びサポートしているオプションボード 


添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM でサポートしているオプションボードは、 W 下にな 
ります。もし、下記じ(外のオプションボードを接続するときは、オプションボード添付のマ 
ニュアルと「応用セットアップ」 （64 ページ）を参照してセットアップしてください。 


• EXPRESSBUILDER にて OS のインス I -ールをサポートしているボード 

- N 8103 -91 ディスクアレイコント□-ラ（内蔵 SASHDD 用） 

- N 8103 -99 ディスクアレイコント日ーラ （ Och ) 

- LSI Embedded MegaRAID ™ (マザーボード上のコント日ーラを利用) 

• その他のオプション 

- N 8103 -80 ディスクアレイコント□-ラ （1 ch ) 

- N 8103 -81 ディスクアレイコント□-ラに ch ) 

- N 8103 -75 SCSI コント日ーラ 
- N 8103 -95 SCSI コント□-ラ 
- N 8190 -126 SCSI コント日ーラ 
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次の順唐で八ードウエアをセ、ソトアップします。 

1. 別途購入したオプションを取り付ける（一94ページ)。 



Windows Server 2003をお使いの環境で DIMM を増設した場合は、 OS の起動後 
に「ぺージングファイルサイズ」を設をし直してください。詳しくは34ぺージ 
(Windows Server 2003の場合）を参照してくださし、。 


2. 本体に最ち適した場所に設置する（^8日ぺージ)。 

3. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を本体に接続する卜82 
ぺージ)。 

4. 添付の電源コードを本体と電源コンセントに接続する（一82ページ)。 

己.八ードウェアの構成やシステムの用途に応じて BI 日 S の設定を変更する。 

153ページを参照してください。 

，■〇 BIOS のパラメータで時刻や日付.の設定び正しく設定されているか必ず確認 
してください。 
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オペレーテイングシステムのセツトアツ 


八ードウエアのセットアップを完了したら、お使いになるオペレーティングシステムに合わせ 
て後述の説明を参照してください。再インストールの際にも参照してください。 


八ードウエアのセットアップ*4 I17ぺージI 


購入された 0S は何でずか？ 


購入後、初めてのセットアップでずか？ 




Linux の初期導入設定または再インストール" ■Sj 


いいを 

再インストールでず 


購入したときの八ードディスクドライブの 
注文内容は？ （10 ぺージ参照） 


カスタムインストール 未インストール 

(Windows Server 2003 x 己4 Editions/ ■心 

Windows Server 2003) 


インス I ルずる OS は？ 


Windows Server 2003 


カスタムインス I>- ルモデルのセットアップ 
Windows Server 2003 x 巨4 Editions 19ぺージ 


Windows Server 2003 


28 ぺージ 


Windows Server 2003 x 已 4 Editions 


シームレスセットアップ I 31 〜 41 ぺージ 

(手順10 OS 選択メニューで選ぶオプションは「その他」 
でず。* 1) 


シームレスセツトアップを使ラ？*3 


シームレスセットアップ 

Windows Server 2003 | 31ぺージ 


マニュアルセットアップ*2 

Windows Server 2003 x 巨4 Editions 

目已ぺージ 

Windows Server 2003 


巨已ぺージ 


1 



障害処理のためのセットアップ 

Windows Server 2003 x 巨4 E 址 tions 

27 ぺージ 

Windows Server 2003 

已目ぺージ 


システム情報のパック 
アップ 


白3ぺージ 


セツトアップ完了 


* 1シームレスセットアップの保守用/ティシヨンの作成-保守用各種 
ユーティリティのインストールまでび行われまず。 

*2 Windows Server 2003 x 巨4 Editions / Windows Server 2003ながの 
Windows の OS のインストール方法については本装置に添付の別冊の説明書を 
参照ずるか、保守サービスを社にお問い合わせください。 

*3 Windows Server 2003 x 巨4 Editions ではシームレスセットアップは 
使用でをません。 

*4 Linux の場合は Express 已800 /Linux インストール代行ヴービス説明書 
ち参照して < ださい。 

巧 Express 已800 /Linux インストール代行ヴービス説明書を参照してください。 
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Windows Server 2003 x64 Editions 
のセットアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003 x 64 Editions やシステ 
ムのセットアップをします。再インストールの際にも参照してください。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「 BTO (工場組み込み化荷)」で「カスタムインストール」を指をして購入された本体の八ード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設をから、 0 S 、 本装置 
が提供するソフトウエアがすべてインストールされています。 

^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品 
IfH ?] で初めて電源を ON じするときのセットアップの方まじついて説明していま 
す。 

再セットアップをする場合は、 EXPRESS 目 ULDER (こ格納されているオンライ 
ンドキュメント 「Windows Server 2003 R 2 x 64 Edition インスト レーシヨン 
サプリメントガイド」の「マニュアルセットアップ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 

本体の八ードウエア構成（八ードディスクドライブのパーティションサイズも含む）や八ード 
ディスクドライブにインス I -ールされているソフトウエアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー旧 TO (工場組み込み化荷)）によって異なります。 

下図は、八ードディスクドライブのパーティション構成について図解しています。 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 


Windows Server 2003 x64 Editions の場合 

1. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると、 [Windows セットアップウィザードの開始]画面が表示されます。 
W 降、画面の指示に従って必要な設をや表示内容をよ<磕認し、[次へ]をクリック 
してセットアップを進めてください。 

-[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を確認してく 
ださい。 

-[ソフトウェアの個人用設を]画面では、を前や会社をまたは組織をを入力しま 
す。 

-[ライセンスモード]画面では、使用するライセンスモードを選択します。 

—[コンピュータさ)と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータさ)と 
Administrator のパスワードを入力してください。 

-[日付と時刻の設を]画面では、日付と時刻を正し<設をして<ださい。 

-[ネットワークの設定]画面では、ネットワークの設定を選択します。 

-[ワークグループまたはドメインを]画面では、ドメインに参力□させるか選択し 
よす0 

システムが再起動します。 

2. 21ページの「デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ」を参照して、 
ネットワークドライバの詳細設定をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインス I -ールしていないものがある場合は、ド 
ライバをインス I -ールする。 

4. 日6ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

日.出荷時にインス I -ール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

— MegaRAID Storage Manager * 

— Power Console Plus * 

上記のソフトウェアで 「*」 巧のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設ちまたは確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 
設をしてください。 

目.目3ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 
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上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。再セッ 
トアップをする際は「マニュアルセットアップ」を使用してください。 
r マニュアルセットアップ」は、 EXPRESS 目 ULDER に格納されているオンラインド丰ュメン 
卜 「Windows Server 2003 R 2 x 64 Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照 
してください。 


デバイスドライバ(本体標準装備)のセットアップ 

オプションのデバイスドライバのインス I -ールやセットアップについてはオプションに添付 
の説明書を参照してください。 

• PROSet 

PROSet は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリティで 
す。 PROSet を使用することにより、(下のことが行えます。 

- アダプタ詳細情報の確認 

- ループバックテスト、パケット送信テストなどの診断 
- Teaming の設定： 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、システムに耐障害性に優 
れた環境を提供し、装置とスイッチ間のスループットを向上させることができます。こ 
のような機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 PROSet をインストールす 
る場合は、 W 下の手順に従って<ださい。 

1 . 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 日 M を DVD - R 日 M ドライブにセットする。 

2. エクスプ□-ラを起動する。 

く標準の スター トメ ニューモー ドの手順> 

スタートメニューから[エクスプ□ーラ]をクリ 、ソク する。 

くクラシックスタートメ ニュ ーモードの手順> 

スタートメニューから[プ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプ□一 
ラ]をクリックする。 

3. 「く DVD - ROM ® ドライブレター>: 

¥ WINNT ¥ W 2 K 3 AMD ¥ NS 4¥ PR 0 SET ¥ WS 3 XPX 64」 ディレクト U 内の 
「 DXSETUP . EXE 」 アイコンをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザー鬥が起動します。 

4. [次へ]をクリックする。 

5. [使用許諾契約の条項に同意します]を選択し、[次へ]をクリックする。 

目.[すべて]を選択して[次へ]をクリックする。 

7. [インス I -ール]をクリックする。 

[Ins ね I に hield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

8. [完了]をクリックする。 

9. システムを再起動する。 


上で完了です。 
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^ ドライバおよび PROSet (こ関する操作は、必ず本体装置(こ接続されたコンソー 

区エック I ルか6管理者権限 （ Administrator 等）で□グインして実施してください。 0 S 
のリモートデスクトップ機能によるリモートか6の設定変更はサポートされ 
ておりません。 


• アダプタフオルトトレランス ( AFT )/ アダプティブ□—ドバランシング ( ALB ) のセット 
アップ 


アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでグループを作り、使用されて 
いるアダプタに障害が発生した場合自動的にグループ内の他のアダプタに処理を移行さ 
せるものです。また、アダプティブ□ー ドバランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでグ 
ループを作り、サーバから送受信パケットをグループすべてのアダプタから行うことに 
より、スループットを向上させるものです。この機能は AFT 機能を含んでいます。 

AFT / ALB 機能を使用する場合は、 W 下の手順に従ってセットアップしてください。 

1. デバイスマネージャより、ネットワークアダプタのプ□パティを開く。 

2. チーム化のタグを選択し、「その他のアダプタとチーム化する ( T )」 にチェックを入 
れ、持が見チーム]をクリックする。 

3. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

4. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

日.チームモードの選択で、「アダプタフオルトトレランス」、「アタ'プティブ□ー ドバ 
ランシング」のいずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

目.[完了]をクリックする。 

7. デノくイスマネージャより、上記で設定したチーム名のデノくイスのプ□パティを開 
く。「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックする。 

8. チーム内のアダプタで、プライマリに設定する場含、ドライバを選択し、「プライ 
マリの設定」をクリックする。 

チーム内のアダプタで、セカンダリに設をする場合、ドライバを選択し、「セカンダ 
リの設定 ( S )」 をクリックしてください。 

両方の設定が終了した場合、 [0 K ] をクリックして画面を閉じてください。 

9. 「スイッチのテスト」をクリック後、スイッチのテスト画面が表示されたら、「テス 
卜の実行」をクリックして実行する。 

実行結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 



• AFT/ALB のセットアップは、ドライバインストール後、^：、ず再起動し 
た後に行う必要びありまず。 

• アダプタフオルトトレランス (AFT) のグループとして指定するアダプタ 
は、同一八ブ、異なる八ブのどち5の接続でも使用できますび、異なる 
ノ V ブに接続ずる場合は、ずべて同一 LAN (同ーネットワーク)上に存在ず 
る必要びありまずので、カスケード接続にしてください。 

• アダプティブ□—ドバランシング (ALB) を使用する場合は、スイッチン 
グ八ブにのみ接続でをます。 

• マザーボードまたはオプションのネットワークカードを交換する場合 
は、必ずチームを削除し、交換後にチームを再作成してください。 
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• ネットワークドライバ 

標準装備のネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度と 
Duplex モードの設をが必要です。また、 IP アドレスを設定する際、[インターネットプ日 
トコル ( TCP / IP )] のチェックボックスが外れている場合、チェックをがけてから IP アドレ 
スの設定を行つてください。 

[ PROSet びインス I ルされていない場合] 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) PRO / 1000 EB Network 
Connection with I/O Acceleration ] を夕'ブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスが表示されます。 

3. 間細設赶タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]を八ブの設定値と同 
じ値に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの[日 K ] をクリックする。 

己.同様の手順にて、もう一方のネットワークアダプタ [ Intel ( R ) PRO / 1000 EB 
Network Connection with 1/0 Acceleration #2] の設定を行う。 

W 上で完了です。 

[ PROSet びインス I ルされている場合] 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) PRO / 1000 EB Network 
Connection with 1/0 Acceleration ] を夕'ブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスが表示されます。 

3. [リンク]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]を八ブの設定値と同じ値に設 
定する。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの[日 K ] をクリックする。 

己.同様の手順にて、もう一方のネットワークアダプタ [ Intel ( R ) PRO / 1000 EB 
Network Connection with 1/0 Acceleration #2] の設定を行う。 


W 上で完了です。 




24 Windows Server 2003 x64 Editions のセットアップ 


• オプションのネットワークのドライバ 

オプションのネットワークボード( N 8 104-1 12/119/11 1/86/120/121) を使用する場 
合について説明します。 

「 N 8104 -112/1 19/111/86/120/121」を使用する場合は、忙 XPRESSBULDER 」 CD - 
ROM に格納されているドライバをインストールしてください。 

「 N 8104 -1 12/119/120/121」のボードをドライバ 

レ DVD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K 3 AMD ¥ NS 4¥ PR 01000¥ WS 3 XPX 64」 

「 N 8104 -11 1/86」のボードをドライバ 

レ DVD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K 3 AMD ¥ NS 4¥ PRO 100¥ WS 3 XPX 64」 
くオプションボード用ネットワークドライブのインストール> 

オプションのネットワークボード( N 8 104-1 12/119/11 1/86/120/121) を使用する場 
合は、下記のインス!-ール方法に従って、ドライバのインストールをしてください。 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]一 [ Intel ( R ) PR 日/1日日〜]または [ Intel ( R ) PR 日/1日日日〜 

] をダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PRO /100 〜]または [ Intel ( R ) PRO /1000 〜]ダイア□グボ、ソクスが表示さ 
れます。 



[? そのイ也のデバイス]一 [? イーサネットコントローラ]がある場合は [? イーサ 
ネットコントローラ]をダブルクリックしてください。 


3. [ドライバ]タブを選択し、[ドライバの更新]をクリックする。 

[八ードウェアの更新ウィザード]が表示されます。 

4. [いいえ、今回は接続しません]を選択して、[次へ]をクリックする。 

日.[一覧または特定の場所からインストールする（詳細） ] を選択し、[次へ]をクリッ 
クする。 

6. [次の場所で最適のドライバを検索する]を選択し、[次の場所を含める]にチェック 
を入れ、 

「 N 8 104-1 11/86」の場合、 

[< DVD - R 日 M のドライブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K 3 AMD ¥ NS 4¥ PR 日1日日 ¥ WS 3 XPX 目 4] 
「 N 81 04-1 12/1 19/12日/121」のボード名ドライバの場合、 

[< DVD - R 0 M のドライブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K 3 AMD ¥ NS 4¥ PR 0 1 000¥ WS 3 XPX 64] 
と入力し、[次へ]をクリックする。 

ドライバの橫索が開始され、模索後にインストールが始まります。しばらくすると 
[八ードウェアの更新ウィザードの完了]画面が表示されます。 

7. [完了]をクリックする。 

t 又上で完了です。 
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• グラフィックスアクセラレータドライバ 

グラフィックスアクセラレータドライバは、「システムのアップデート」で自動的にイン 


ストールされます。 



0 S のインストール後にグラフィックスアクセラレータドライバを削除し、再 
インストールする場合も<グラフイックスアクセラレータドライバのインス 
卜ール> を参照してください。 


くグラフィックスアクセラレータ（ N 810日-4日）のドライバについて> 

すでに運用中の装置において、グラフィックスアクセラレータ （ N 8105 -45) ボードの取 
りがけ/取り外しを行う場合は、すでにインストール済みのグラフィックスアクセラレー 
タドライバを削除する必要があります。 


標準装備のグラフィックスアクセラレータドライパとグラフィックスアクセ 
Bta ラレータ ( N 8105 -4 已）ドライバを同時にインス!ルしないでください。 


次の手順に従って作業をすすめてください。 

1 . スタートメニューから[設茵一[コント□-ル]の順でポイントし、[プ□グラムの追 
加と削除]をクリックする。 

2. プ□グラムー覧からお使いのグラフィックスアクセラレータドライバを選択し、 [ 
変更と削除]をクリックする。 

標準装備のグラフィ、ソクスアクセラレータドライバを削除する場合： 

[Matrox Graphics Software(remove only )] 

グラフィ、ソクスアクセラレータ ( N 8105 -45) ドライバを削除する場合： 

[ATI Display Driver ] 

3. じ(降はメッセージに従ってアンインストールをしてください。 

アンインストール後、画面の指示に従ってシステムを再起動します。 
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4. グラフィックスアクセラレータドライバをインス!-ールする。 

手動でインストールする場合： 

次のくグラフ ィ、ソ クスアクセラレータドライバのインストール>を参照しドライ 
バのインス I -ールを行う。 

自動でインス I '''ールする場合： 

「システムのアップデート」を参照してシステムのアップデートを行う。 

U 上で完了です。 


くグラフ ィツ クスアクセラレータドライバのインス I -ール> 

グラフィ、ソクスアクセラレータドライバのインス I -ールを行う前に、すでにインストー 
ルされたグラフイツクスアクセラレータドライバが削除されていることを確認してくだ 
さい。 


wO 標準装備のグラフィックスアクセラレータドライバとグラフィックスアクセ 
ラレータ ( N 810己-4己）ドライバの両方をインス!ルしないでください。 


次の手順に従って作業をすすめてください。 

1 . 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD-R 日 M を DVD-R 日 M ドライブにセッ ト する。 

2. スタートメニューから[プ□グラム]-[アクセサリ]の順でポイントし、[エクスプ 
□ーラ]をクリックする。 

3. グラフィックスアクセラレータドライバをインス!-ールする。 

標準装備のグラフィ 、ソ クスアクセラレータドライバの場合： 

「く DVD - ROM のドラィブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K 3 AMD ¥ VIDEO ¥ MATROX 」 ディ 
レクトリ内のに ETUP . EXE ] アイコンをダブルクリ、ソクする。 

グラフィ 、ソ クスアクセラレータ ( N 8105 -45) ドライバの場合： 

「く DVD-ROM のドライブレター >:¥WINNT¥W2K3AMD¥VIDEO¥ES1000 」 

ディレクトリ内のに ETUP . EXE ] アイコンをダブルクリ、ソクする。 



インストールするグラフィックスアクセラレータドライバを一つ還ネ尺してく 
ださい。 


4. (降はメッセージに従って作業を進めてください。 

途中、「デジタル署名が見つかりません。」というメッセージが表示された場合は、 
[はい]をクリックし、インストールを続けてください。 

己.インス!ル後、システムを再起動する。 

W 上で完了です。 

• [ SCSI コント□ーラ( N 81 03-95/ N 8190-126) を追加接続する場合] 

システムに SCSI コント日ーラ ( N 8103 -95/ N 8190 -126) を追力□接続する場合、 OS のプラ 
グアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必 
要ありません。 
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• [ SCSI コント□ーラ( N 81 03-75) を追加接続する場合] 

システムに SCSI コント□-ラ ( N 8103 -75) を追力□接続する場合、 OS のプラグアンドプレ 
イ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後ドライバのアップ 
デー トが必要です。システムのアップデートを実施することでドライバが適用されます。 

• ディスクアレイコント□—ラ( N 81 03-80/81) を追加接続する場合 

システムにディスクアレイコント□-ラ ( N 8103 -80/81) を追力□接続する場合、 0 S のプラ 
グアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後、ド 
ライバのアップデートが必要です。 

下の手順でドライバをインス I -ールしてください。 

1 . [スタートメニュ ー]- [コント□-ルパネル]-[管理ツール]-[コンピュータの管理 
] から[デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. SCSI と RAID コント□ーラの 「LSI Megaraid SCSI 32日-1/2」を夕'ブルクリッ 
クする。 

3. [ドライバの更新]をクリックする。 

4. A - ドウェアの更新ウィザードが表示されるので、「一覧または特定の所からイン 
ストールする(詳細)」を選択し、[次へ]をクリックする。 

己.「次の場所で最適のドライバを検索する」を選択し、[リムーバブルメディア(フ 
□ッピー、 CD - R 日 M など)を検索]チェックボックスをチェックする。 

目.フ□ッピーディスクドライブに 「Windows Server 2003 x 目4 Edition OEM - 
DISKfor EXPRESSBUILDER 」 をセットして、[次へ]をクリックする。 

7. [完了]をクリックする。 

じ(上でドライバのインストールは完了です。 

画面の指示に従ってシステムを再起動してください。 


障書処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害からより早く、磕実に復旧できるようセツトアップをしてください。 
詳細な手順については56ページをご覧ください。 


再セツトアップ 


Windows Server 2003 x 64 Editions の再セットアップをする場合は、 EXPRESS 巨 ULDER に 
格納されているオンラインド车ュメント 「Windows Server 2003 R 2 x 64 Edition インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」の「マニュアルセットアップ」を参照してください。 
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Windows Server 2003のセツトアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003やシステムのセット 
アップをします。再インストールの際にも参照してください。 



参 Windows Server 2003 をご使用になる場合は、必ず Windows 
Server 2003 Service Pack 1 を適用願います。 

• 「カスタムインス I ルモデル」の場合は、既に Service Pack 1 がイ 

ンス I ルされているため、再度 Service Pack 1 を適用する必要はあ 
りません。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「 BTO (工場組み込み化荷)」で「カスタムインストール」を指をして購入された本体の八ード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、 0 S 、 本装置 
が提供するソフトウェアがすべてインストールされています。 

^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品 

I チェック ] で初めて電源を ON (こするときのセットアップの方法(こついて説明していま 
す。 再セットアップをする場合や、その他の出荷状態のセットアップをする場 
合は、「シームレスセットアップ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 

本体の八ードウェア構ぶ（八ードディスクドライブのパーティシヨンサイズも含む）や八ード 
ディスクドライブにインストールされているソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー旧 TO (工場組み込み化荷)）によって異なります。 

下図は、八ードディスクドライブのパーティシヨン構成について図解しています。 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 


Windows Server 2003 の場合 

1. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると、 [Windows Server 2003セットアップ]画面が表示されます。 W 
降、画面の指示に従って必要な設をや表示内容をよ<確認し、[次へ]をクリックし 
てセットアップを進めてください。 

-[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を確認してく 
ださい。 

-[ソフトウエアの個人用設を]画面では、を前や会社をまたは組織をを入力しま 
す。 

-[ライセンスモード]画面では、使用するライセンスモードを選択します。 

—[コンピュータさ)と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータさ)と 
Administrator のパスワードを入力してください。 

-[日がと時刻の設を]画面では、日がと時刻を正し<設をして<ださい。 

-[ネットワークの設を]画面では、ネットワークの設定を選択します。 

-[ワークグループまたはドメインを]画面では、ドメインに参加させるか選択し 
ます。 

システムが再起動します。 

2. 46ページの手順2日(降を参照して、ネットワークドライバの詳細設定をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、ド 
ライバをインス I -ールする。 

4. 日6ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

5. 出荷時にインス I -ール済みのソフトウエアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウエアはお客様が購入時に指をしたものがインス I -ール 
されています。例として次のようなソフトウエアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

— MegaRAID Storage Manager 本 


— Power Console Plus * 


上記のソフトウェアで「*」巧のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設ちまたは確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 
設をしてください。 
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カスタムインス I ルで出荷された場合、インス I ルされているサービス 
パックのバージョンと、装置に添付されているサービスパックのバージョンび 
異なる場合びあります。本体にインストールされているサービスパック ly 降の 
パ’ージョンび添付されている場 S ホ、本体に添付の 「Windows Server 2003 
RURx 対応 (Service Pack x ) インス! -- ル手順書」を参照してサービス 
パックのインス I ルを行ってください。 

サービスパック情報に関しては、下記サイトより詳細情報を確認してくださ 
い。 

[8 番街] http :// nec 8. com / 


目.目3ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

W 上でカスタムインス I -ールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。再セッ 
トアップをする際は「シームレスセットアップ」を使用してください。 
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EXPRESSBULDER の「シームレスセットアップ」機能を使ってセットアップをします。 

r シームレスセットアップ」は、 RAID の設定:から、オペレーティングシステム (Windows 
Server 200 3) 、各種ユーティリティのインス!-ールまでを切れ目なく（シームレスで）セッ 
トアップできる方まです。八ードディスクドライブを購入時の状態と異なるパーティション構 
ぶで使用する場合や、 OS を再インストールする場合は、シームレスセットアップを使用して 
ください。煩雑なセツトアップをこの機能が代わって行います。 



wO Windows Server 2003 x 目4 Editions では、シームレスセットアップを使 
用できません。再セットアップする場合は 、 「Microsoft Windows Server 
2003 R 2, Standard x 目 4 Edition / Microsoft Windows Server 2003 
R 2, Enterprise x 目 4 Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参 
照し、「マニュアルセットアップ」を使用してください。 


^ シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセット 
区エック I アップについては、64ぺージの「応用セツトアップ」で説明しています。 



• シーム レスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータフ アイ ル 
を使用したり、セットアップ中に設をしたパラメータをパラメータフ ア 
イ ルとしてフロッピーディスク（別途 1.44 MB フォーマット済み空きフ 
ロッピーディスクをご用意くださし、）に保存することができます。 

• パラメータフアイルは EXPRESSBUILDER にある「 ExpressPicnic @」 を 
使って事前に作成しておくことができます。 ExpressPicnic を使ったパラ 
メータフアイルの作成方法については、217ぺージを参照してくださし、。 

• シームレスセットアップでは、「保ず用パーティシヨン」と呼ばれる約 
55 MB の保ず用の領域をハードディスクドライブの先頭に確保します。 
このパーティシヨンを確保したくないときは、マニュアルセットアップ 
( 65 ぺージ参照)でインストールしてください。 

• セットアップパラメータ FD はお客様でご用意ください。 
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OS のインス I -ールについて 

0 S のインス I -ールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 


Windows フアミリについて 

Windows Server 2003ファミリのうち、シームレスセットアップでインストール巧能なエ 
ディシヨンは次のとおりです。 

— Microsoft < g ) Windows Server ™ 2003 R 2 Standard Edition 日本語版 
— Microsoft < R ) Windows Server ™ 200 3 R 2 Enterprise Edition 日本語版 
— Microsoft ® Windows ® Server 2003 Standard Edition 日本語版 
— Microsoft < g ) Windows © Server 2003 Enterprise Edition 日本語版 

J : 又降 「Windows Server 2003」と呼びます。 

その他の OS をインス I -ールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い 
合わせ < ださい。 

wO Windows Server 2003 x 目4 Editions では、シームレスセットアップを使 
P 軍或 用できません。再セットアップする場合は 、 「Microsoft Windows Server 
2003 R 2, Standard x 64 Edition / Microsoft Windows Server 2003 
R 2, Enterprise x 目 4 Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参 
照し、「マニュアルセットアップ」を使用してください。 


巨 IOS の設定について 


Windows Server 2003をインストールする前に八ードウエアの目 I 0 S 設定:などを確認してく 
ださい。153ページを参照して設定してください。 
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Windows Server 2003 について 

Windows Server 2003は、シームレスセツトアップでインストールできます。ただし、 、ノ欠の 
点についてを意してください。 


• インストールを始める前にオプションの増設や本体のセットアップ 
( BIOS やオプションボードの設定）をずベて完了させてください。 

• 辭社び提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インストール 
に関する説明書び添付されていまずび、本装置へのインストールについ 
ては、本書の説明を参照してください。 

• シームレスセットアップを完了した後に日6ぺージを参照して「メモリ 
ダンプの設定」などの障害処理のための設定をしてください。 


• ミラー化されているボリユームへのインス I -ールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインス I -ールする場合 
は、インストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、イン 
ス I -ール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータ 
の管理]内の[ディスクの管理]から行えます。 

• MO 装置の接続について 

インストール時に M 0 装置を接続したままファイルシステムを NTFS じ設をすると、ファ 
イルシステムが正しく変換されない場合があります。ファイルシステムが正しく変換さ 
れなかった場合は、 M 0 装置を外してインストールを最初からやり直してください。 

• DAT 等のメディアについて 

シームレスセットアップでは、 DAT 等のインストールに不要なメディアはセットしない 
でください。 

• A - ドディスクドライブの接続について 


0 S をインストールする八ードディスクドライブ外の八ードディスクドライブを接続 
する場合は、 0 S をインストールした後から行ってください。また、論理ドライブを複数 
作成している場合は、 r 論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 （67 ペー 
ジ)を参照してください。 
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• 作成するパーティションサイズについて 

システムをインストールするパーティションのサイズは、次の計算式から求めることが 
できます。 

インストールに必要なサイズ十ページングファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 


インストールに必要なサイズ ニ3500 MB 

(Windows Server 2003 R 2) 

3500 MB 

(Windows Server 2003 with ServicePack 1) 
4400 MB 


(Windows Server 2003 + サービスパック 
CD - ROM ) 

ページングファイルサイズ（推奨）二搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ ニ搭載メモリサイズ十 12 MB 

アプリケーションサイズ ニ任意 


• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 

■to のための推奨サイズです。 

ブートボリュームには、ダンプファイルを格納するのに十分な大きさの 
初期サイズを持つページングファイルび必要でず。 

また、ページングファイルび不足すると仮想メモリ不足により正確なデ 
バッグ情報を採取できない場台びあるため、システム全体で十分なペー 
ジングファイルサイズを設定してください。 

• 1 つの )くーティションに設定できるぺージングファイルサイズは最大で 
409己 MB でず。搭載メモリサイズ X 1.日倍のサイズび409己 MB を超え 
る場台は、409己 MB で設定してください。 

• 搭載メモリサイズが 2 GBm 上の場合のダンプファイルサイズの最大は 
に048 MB +12 MB 」 でず。 

• その他アプリケーションなどをインストールする場合は、別途そのアブ 
リケーシヨンび必要とするディスク容量を追加してください。 


例えば、搭載メモリサイズが 512 M 目の場合、パーティションサイズは、前述の計算方法から 

3500 M 目十 （512 M 目 X 1.5) 十 512 M 目十 12 M 目十アプリケーションサイズ 
二 4792 MB +アプリケーションサイズ 

となります。 

システムをインストールするパーティションサイズが「インストールに必要なサイズ十 
ページングファイルサイズ」よリルさい場合はパーティションサイズを大きくするか、 
ディスクを増設してください。ダンプファイルサイズを確保できない場合は、次のよう 
に複数のディスクに割り当てることで解巧できます。 

1 . 「インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のためのセットアップ」を参照して、デバッグ情報（ダンプファイルヴ 
イズ分）を別のディスクに書き込むように設定する。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インストー 
ルに必要なサイズ十ページングファイルサイズ」でインストール後、新しいディス 
クを増設してください。 
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• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インス! 

ルについて 


ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のパーティ 
シヨンを残したままでの再インストールはできません。 

既存のパーティシヨンを残したい場合は 、 rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM に格納されて 
いるオンラインド羊ュメント 「Microsoft Windows Server 2003インストレーシヨンサ 
プリメントガイド」を参照して再インストールしてください。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにもダイナミックデイスクへのインストールに 
関するを意事項が記載されています。 


• ディスク構成について （ r 曰 SA 構成」と表示されている領域について) 


ディスク領域に忙に A 構成」と表示された領域が存在する場合があります。構成情報や 
ユーティリティを保存するための保守用パーティションです。削除しないでください。 



• サービスパックの適用について 

- 本装置で Windows Server 2003をご使用になる場合は、必ず Service pack 1を適 
用してください。 

Service Pack 1が含まれた Windows Server 2003 CD - ROM を使用しインストール 
された場合は、再度 Service Pack 1を適用する必要はありません。 

Windows Server 2003 R 2 をインストールする場合は 、 Service Pack 1を適用する 
必要はありません。 

- 本体に添付されているサービスパックじ(降のサービスパックを使用する場合は、下 
記サイトより詳細情報を確かめたうえで使用してください。 


に番街】 http :// nec 8. com / 
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セットアップの流れ 

シームレスセットアップは、次のような流れで進みます。 


EXPRESSBUILDER 

ir 


r シームレスセツト アツス は、 RAID の殺定から、 
あ 各種 ユー ティ リティのインストールまでを 
切れ目なく （シームレスで）セツトアツブできる 
方まです。 

いー ド ディスクを踊入時の巧態と異なる ィ く ーティ 
シヨ ンホ M で使巧する場合 や おを再インスト ー ル 
する場合は、シームレスた ツ トアジブを使用して 
< ださい。 煩雑なたジトアツブをこの機能が ft 
わって斤います。 ’ 



パラメータファイルを使用してセットアップを進めまずか？ I 

はし、 いい元 

* み 

ミち意事項、制限事項の記載を読む I 


艦忍 


セツトアツス巧メータ FD を挿入ずる 


確認 


(ファイル選択画面） 


既巧 


セツトアップパラメータファイルのチェック 


：スキップニ 設定の確認-修正を巧うか選択ずる 


確認 


ク 




アレイディスク設定の画面 


て 


ディスクアレイのコンフィグレーシヨン《 

I 

巧守用/ くーティシヨンの作成 

i 

各種ユーテイリテイのインストール 


かみ 本み 

オペレーテイングシステムインス!ルメニュ ー 


す 


す 



ソフトウエア使用許諾契約に同意ずる 

み* i み― 

ヴービスパック CD-ROM をセットずる 
(ヴービスパックを適用ずる場合） 


自動インストール 

i 

自動□グオン 


み♦本ス 

再起動を、インストール終了) 


《ディスクアレイコント□-ラび搭載されていて、 
アレイディスクの設定画面で、 RAID を新規作成ずる 
設定にした場合、このフエーズび実行される。 


J :入力や選択び必要な作業 


] :自動的に作業が進む内容 
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セットアップの手順 

シームレス セッ ト アップでは、 ウイザード 形式によりをパラメータを設をしていきます。この 
とき、をパラメータを 一つの ファイル（パラメータファイル）としてフ □、ソピー ディスクへ保 
存することも巧能です。 


• システムの構成を変更した場合は「システムのアップデート」 （62 ぺ一 
ジ）を行ってください。 

• Windows Server 2003の起動後にネットワークアダプタなどのドラ 
イバの変更、または追加する場合は、オンラインドキュメントの 
「Microsoft Windows Server 2003インストレーシヨンヴプリメン 
トガイド」を参照してください。 


パラメータファイルを使ってセットアップするときは、ファイル保存用として 
IfH 习 1.44MB フォーマット済みの空きフロッピーディスクが1枚必要となります。あ 
らかじめ、お客様でフロッピーをご用意くださし、。 

再インストールするときは、保存しておいたパラメ ータファイルを読み込ませ 
ることで、ウィザードによるパラメータ入力を省略することができます。 

また、シームレスセットアップの中で、ディスクアレイコントローラなどの才 
プシヨンに添付されたドライバ FD (「大容量記憶装置用 0EM-FD」） を個別に適 
用する場合は、パラメータファイルの設をも必要になります。このときも空き 
フロッピーディスクをご用意ください。 



リモート KVM コンソールでは、手順1〜17でマウスは使用できません。 

操作はキーボードで行います。 

<一>キ ー ：次の画面に進みます。 

<卜>キー:1つ前の画面に戻ります。 

<t>< レキー：メニューの還択に使用します0 
<F1> キー：ヘルプを表示します。 

<ENTER>^-：[OK] の還巧に使用します。各項目の決をに使用します。 
<ESC >^ -:に ancel] の還ネ尺に使用します。 


1. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にする。 



• 0S をインストールするときに M0 装置を接続したまま作業を行うと、イ 
ンストールに失敗することがあります。失敗した場合は、 M0 装置を外 
してインストールを最初からやり直してください。 

• 0S をインストールするハードディスクドライブに(外のハードディスク 
ドライブを接続する場合は、 0S をインストールした後から巧ってくだ 
さし、0 

• 論理ドライブを複数作成している場合は、「論理ドライブが複数存在す 
る場合の再セットアップ手順」 （67 ぺージ)を参照してください。 


2. 本体の DVD - ROM ドライブに 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - R 日 M をセットする。 

3. CD - ROM をセットしたら、リセットする（く Ctrl > + cAlt > + cDelete > キーを押 
す）か、電源を日 FF / 日 N してシステムを再起動する。 

CD - ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESS 目 ULDER が起動します。 
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4. [シームレスセットアップ]をクリックする。 



「パラメータファイルを使用してセットアップを進めますか？」というメッセージが 
表 w される。 

日.パラメータファイルを使用する場合は「はい」を、使用しない場合は「いいえ」を 
選択する。 


パラメータファイルを使用してセツトアップを進めますか？ 


いいえ はい 


6. 「お願い」が表示されますので、表示内容をよく読んでから「確認」をクリックす 
る。 


お願い 

シームレスセットアップ終了後、セットアップ障報をバックアップする 
ことをお勧めします。バックアップ情報が無いときは、修理復旧時に 
お客様の装置固有の情報や設定を復旧できなくなります。 
バックアップは、空きフ□ッピーディスクを1枚準備して、ツールで 
オフライン保守ユーテイリテイの「システム情報の管理」か！5「退避」 
を選択してください。 


[ 確認] 
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7. シームレスセットアップでの注意事項をよく読んでから「確認」をクリックする。 


セットアップを進めると、自動のに何回かコンピュータが再起動しますが、 
EXPRESSBUILDER CD - ROM 、 セットアップパラメータ FD は、指示があるまで 
取り出さないでください。 


[ 確認 I 



If I ック I 


ディスクになん6かの OS がインストールされている場合、インストールを続 
巧するかを確認するメッセージが表示されます。 

セットアップを続ける(こは「継続」を選択してください。 


このディスクには、すでに何らかの 
オペレーティングシステムび 
インス I ^ールされています。 

この操作を続けると、ディスク内の 
データが失われてしまいます。 

操作を続けますか？ 


継続 戻る 


8. パラメータファイルを使用する場含はセットアップパラメータ FD が要求されるの 
で、フ□ッピーディスクをセットして「確認」を選択する。 

パラメータファイルを使用しない場合はこのメッセージは表示されません。手順9へ 
進んでください。 


セツトアップパラメータ FD を挿入してくださし、。 


確認 戻る 


^ ここでセットしたフ□、ソピーデイスクは指示があるまで取り化さないでくだ 

11エック] さぃ。 
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[既存のパラメータファイルを使用する場合] 

セツトしたフ □、ソ ピーディスク内のパラメータファイルの一覧が表示されます。 
(1) インストールに使用するパラメータファイルを選択する。 

確認のダイア □ グボ、ソクスが現れます。 



に）パラメータを確認する場合は[確認]を、磕認せずにそのままインス!-ール 
する場合は、[スキッフ°]をクリックする。 

[確認]をクリックー手順9.へ進む 

[スキッ 7] をクリックー手順10.の後、手順12.へ進む 


^ ディスクアレイコント□ーラが接続されていない場合は、手順10へ進んでくだ 
医!^ さい。手順10終了後、確認のダイア□グボックスが現れます。 

[確認]をクリックー手順11.へ進む 
[スキップ]をクリックー手順12•へ進む 


[空さフ□ッピーディスクを使用する場合] 

(1) [ファイルを: ( A )] の下にあるボックスをクリックするか、く八>车一を押す。 
入カボックスが表示されます。 



に）ファイルをを入力する。 
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9. ディスクアレイコント□ーラのパラメータを設定する。 

本装置のオンボード RAID 機能、またはオプションのディスクアレイコント□ーラを 
使用している場合は、[アレイディスクの設を]画面が表示されます。設を内容を確 
認し、必要なら修正を行ってから[終了]をクリックしてください。 

設をが終了すると、自動的に RAID の構築、保守用パーティションの作成およびを種 
ユーテイリテイのインストールが実行されます。 


[外がけ财記定]す’"州小外口づ 


Mr ィ巧の記定 

11 する 1 

RAID の巧が ‘ 

1 巧な EAID を巧用する 1 

按続ドィ巧の卜如数 

1… 1 

が .? 惟椎が r るドィ徽 

1 - 1 

が川を巧成ずる RAID 

1 - 1 

う仆卜 K の設定 

1… 1 

う仆卜 K の i 較目 

1 - 1 


1 \ \ \1 


10. インス I -ールするオペレーティングシステムを選択する。 

リストボックスから [ Windows ] を選択します。 



インストールする 0S が Windows Server 2003 x64 Editions の場合は、ここで 
「その他」を選択してください。その後、 EXPRESSBULDER に格納されてい 
るオンラインドキュメント [Windows Server 2003 R2 x64 Editions インス 
トレーシヨンサプリメントガイド」を参照して 0S のインストールを完了させ 
てください。 


11.次に、[基本情報]画面が表示されるので、設定内容を確認し、必要なら修正を 
行ってから[次へ]をクリックする。（画面中の「巧象マシン」は機種によって表 
示が異なります。） 

W 降、画面に表示される[次へ]、[戻る]、[ヘルフつをクリックして設をを磕認しな 
がら画面を進めて<ださい。設を内容は必要に応じて修正して<ださい。 


<表示例> 


垣本情報] 


巧を7シン 

1 Express 已800/XXX | 

OS の種類 

1 Windows Server 2003 Standard/Enterpl 

OS の言語 

1 日ぉ置 1 

，トティションの使用方法 

1 新規に作成する 1 

が-テイショ州イス'’(全領域=*) 

1 1 2288 I 

ファイルシステムの NTFS への]州'’-卜 

I ずる I 

サ-ピスドックの適用 

I しない I 

インスト-ル"。ス 

I Windows | 




[戻5 ] [巧へ ]I W 口。] 
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• OS をインス!ルずるパーティシヨンは、必要最小限 m 上のサイズで 
確保してください （34 ページ参照)。 

• 「パーティシヨンの使用方法」で r 既存パーティシヨンを使用ずる」を 
選択すると、最初のパーティシヨン（保守用パーティシヨンを除く）の 
情報はフオーマットされ、すべてなくなります。それ似がのパーティ 
シヨンの情報は保持されます。下図は、保守用パーティシヨンび用意さ 
れている場をに情報び削除されるパーテイシヨンを示しています。 


第1パーテイシヨン 

く保守用パーテイシヨン> 

第2八テイシヨン 

第3パーテイシヨン 

第4八ーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 
既存のパーティションを残したまま再インストールずることはできませ 
ん （3 日ページ参照)。「パーティションの使用方法」で r 既存パーティ 
ションを使用する」を還択しないでください。 

• 「パーティション」に409己 MB 杉がを指定した場合は NTFS へのコン 
バートび必要でず。 

• 「パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用ずる」を 
選択したとき、流用するパーティション於が（保守領域を除く）にパー 
テ ィショ ンび存在しなかった場合、そのディスクの最大領域を確保して 
Windows Server 2003をインストールします。 

• 設定内容に不正びある場合は、次の画面には進めません。 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直 
さなければな5ない場合もあります。 

• ここでは日本語の入力はできません。使用者名と会社名を日本語で入力し 
たい場合は、□グオン後に入力画面びポップアップされますので、その時 
に再入力し、設定してください。ここでは、仮の名前を入力してくださし、。 

• IP アドレスの設定は書式のみチェックしています。ヴブネットマスク等と 
の整合性については事前に確認しておいてください。 

• セットアップパラメータを入力ずる場合、次の文字数似下で入力してく 
ださい。 （2 バイト文字は2文字で換算します） 


項目 

設定値 

文字数 

新規ユーザの作成 

ユーザ名 

19 

グループ名 

20 

フルネーム 

63 

説明 

47 

新規グループの作成 

グループ名 

20 

説明（グループ名） 

47 



• [コンピュータの役割]画面にて < F9> キーを押すと、その後の設をは 
シームレスセットアップの既を値を自動的に還択してインストールを行 
います。（画面右下に[終了]ボタンが表示されている場合のみ） 

• [コンピュータの役割]画面にある[終了]をクリックすると、その後 
の設をはシームレスセットアップの既を値を自動的に還択して、インス 
卜ールを行います。 
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12. オプションの大容量記憶装置ドライバのモジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合は、大容量記憶装置 
に添付されているフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセツトし、 
メッセージじ従つて操作してください。 


r 大容量記憶装置用 OEM-FD」 をフ□ッピーディスク 
ドライブに挿入して < ださい。 


0K 終了 


13. 追加するアプリケーションをインス I -ールする。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追力□でインストールす 
る場合は、メッセージが表示されます。 


追加するアプリケーションのインスI-ール 
媒体を CD-ROM またはフ□ッピーデイスク 
ドライブに挿入して < ださい。 


OK 終了 


14. メッセージに従って 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 日 M を DVD - R 日 M ドライブか 
ら取り出す。この時セットアップパラメータ FD を使用している場合は、フ□ッ 
ピーディスクドライブから取り出す。 

15. Windows Server 2003 CD - R 日 M を DVD - ROM ドライブにセットする。 

[ソフトウけ使用許諾契約]画面が表示されます。 

16. よく読んでから、同意する場合は、[同意します]をクリックするか、く F 8> キーを 
押す。同意しない場合は、[同意しません]をクリックするか、く F 3> キーを押す。 



W "0 同意しないと、セットアップは終了し 、 Windows Server 2003はインス 
BM トールされません。 
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17. 基本情報で「サービスパックの適用」を[する]にした場合は、次の操作をする。 

(1) メッセージに従って Windows Server 2003 CD-ROM を DVD-ROM ドライブか 
ら取り化す。 

(2) メッセージに従って Windows Server 2003 Service Pack 1 JU 降の CD-ROM 
を DVD-ROM ドライブじセットする。 

Windows Server 2003と指定:したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、 
システムに□グオンします。 


»rO Service Pack 1び含まれた Windows Server 2003 CD-ROM を使用し 
ira てインストールをされた場台は、再度 Service Pack 1を適用ずる必要はあり 
ません。 

18. [セットアップ情報]画面が表示されるので、設定内容を確認し、必要なら修正を 
行ってから [ OK ] をクリックする。 




• インストール中にスクリーンセーバが起動する場合がありますが、手動 
でログオンしてくださし、。 

• 上記の画面が表示されていない場合は、システムを再起動してくださし、。 
再起動後、シームレスセットアップを続行され、上記の画面が表示され 
ます。 
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19. Microsoft Windows Server 2003 R 2 をインストールの場合は、インストール 
完了後、 [ Windows セツトアップ]画面が表示されます。 



Microsoft Windows Server 2003 R 2 Standard Edition D に C 2 または Microsoft 
Windows Server 200 3 R 2 Enterprise Edition D に C 2 を DVD-ROM ドライブに 
セットし、 [ OK ] をクリックする。 

W 降はメッセージに従って作業を進めてください。 

インス I —ル終了後、 Microsoft Windows Server 2003 R 2 Standard Edition 
use 2 または Microsoft Windows Server 200 3 R 2 Enterprise Edition D に C 2 を 
DVD-ROM ドライブから取り化し、再起動してください。 



MegaRAID Storage Manager のインスト—ル時、[名前: popup]、 瞬行元:不明]に 
がし、 「Windows セキュリティの重要な警告」ウィンド"^が表示される場合が 
あります。が象のモジュールはインストーラ内で無効化しており運用上問題は 
ありませんので、この警告ウィンドウは無視してください。 

なお、この警告ウィンドウはシステムの再起動後、表示されなくなります。 
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2 日. PR 日 Set をインストールする。 

PROSet は、ネットワークドライバじ含まれるネットワーク機能確認ユーティリ 
ティです。 

PROSet を使用することにより、下のことが行えます。 

- アダプタ詳細情報の確認 

- ループバックテスト、パケット送信テストなどの彰断 
— Teaming の設を 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、装置に耐障害性じ優 
れた環境を提供し、装置とスイッチ間のスループットを向上させることができます。 
このような機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 

PROSet をインストールする場合は、 t (下の手順に従ってください。 

(1) 「 EXPRESSBULDER 」 CD - ROM を DVD - ROM ドライフ、、(こセツトする。 

(2) エクスプ□ーラを起動する。 

く標準の スター トメ ニューモー ドの手順> 

スタートメニューから[エクスプ□ーラ]をクリ 、ソク する。 

くクラシック スター トメ ニューモー ドの手順> 

スタートメニューから[プ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、にクス 
プ□ーラ]をクリ、ソクする。 

(3) 「く DVD - ROM のドライブレタ ー>: 
¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ NS 4¥ PROSET ¥2 KXPWS 03」 ディレクトリ内の 
rDXSETUP . EXE 」 アイコンをダブルクリ、ソク する。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザー鬥が起動します。 

(4) [次へ]をクリックする。 

(5) [使用許諾契約の条項に同意します]を選択し、[次へ]をクリックする。 

(6) [すべて]を選択し、[次へ]をクリックする。 

(7) [インス!-ール]をクリックする。 

[ Instal に hield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

(8) [完了]をクリックする。 

(9) システムを再起動する。 

W 上で完了です。 



ドライバおよび PROSet (こ関する操作は、必ず本体装置(こ接続されたコンソー 
ルか6管理者権限 （Administrator 等）で□グインして実施してください。 0S 
のリモートデスクトップ機能(こよるリモートか6の設定変更はサポートされ 
ておりません。 


Hi ック I 
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21. ネットワークドライバのセットアップをする。 

標準装備のネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度 
と Duplex モードの設をが必要です。また、 IP アドレスを設定する際、[インターネッ 
トプ □ トコル ( TCP / IP )] のチェックボックスが外れている場合、チェックを付けてか 
ら IP アドレスの設をを行ってください。 

[PROSet びインス I -ールされていない場合] 

(1) デバイスマネージャを起動する。 

(2) ネ、ソトワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) PRO / 1000 EB Network 
Connection with I/O Acceleration ] をダブルクリ、ソクする。 

ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスが表示されます。 

(3) [詳細設を]タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]を八ブの設を值 
と同じ値に設をする。 

(4) ネ、ソトワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの [0 K ] をクリック 
する。 

(5) 同様の手順にて、もう一方のネットワークアダプタ [ lntel ( R ) PRO /1000 E 目 
Network Connection with I/O Acceleration #2] の設をを行う。 

W 上で完了です。 

[PROSet びインス I ルされている場合] 

(1) デバイスマネージャを起動する。 

(2) ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) PRO / 1000 EB Network 
Connection with I/O Acceleration ] をダブルクリ、ソクする。 

ネ、ソトワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスが表示されます。 

(3) [リンク]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]を八ブの設を値と同じ値 
に設定する。 

(4) ネ、ソトワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの [0 K ] をクリック 
する。 

(5) 同様の手順にて、もう一方のネットワークアダプタ [ lntel ( R ) PRO /1000 E 目 
Network Connection with I/O Acceleration #2] の設定:を行う。 

W 上で完了です。 

また、必要に応じてプ〇トコルやサービスの追力日/削除をしてください。[ネットワー 
ク接続]から□一カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて行 
います。 




サービスの追加にて、 [ネッ トワークモニタ]を追加することをお勧めします。 
[ネッ トワークモニタ]は、 [ネッ トワークモニタ]をインストールしたコン 
ピュータが送受信するフレーム（またはパケット）を監視することができます。 
ネットワーク障害の解がなどに有効なツールです。インストールの手順は、こ 
の後の「障害処埋のためのセットアップ」を参照してください。 


22. オプションのデバイスでドライバをインス!-ールしていないものがある場合は、そ 
れぞれを確実にインス I -ールする。 
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23. 日 6 ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

24. 目3ぺージを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

J ： 又上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 
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アダプタフオルトトレランス (AFT)/ アダプティブ□-ドバラン 
シング (ALB) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでグループを作り、使用されている 
アダプタに障害が発生した場合自動的にグループ内の他のアダプタに処理を移行させるちの 
です。また、アダプティブ□ー ドバランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでグループを作り、 
サーバから送受信パケットをグループすべてのアダプタから行うことにより、スループットを 
向上させるものです。この機能は AFT 機能を含んでいます。 

AFT / ALB 機能を使用する場合は、 t (下の手順に従ってセツトアップしてください。 


1. デバイスマネージャより、ネットワークアダプタのプ□パティを開く。 

2. チーム化のタグを選択し、「その他のアダプタとチーム化する ( T )」 にチェックを入 
れ、時斤規チーム]をクリックする。 

3. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

4. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

己.チームモードの選択で、「アダプタフオルトトレランス」、「アタ'プティブ□ー ドバ 
ランシング」のいずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

目.[完了]をクリックする。 

7. デノくイスマネージャより、上記で設定したチーム名のデノくイスのプ□パティを開 
く。「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックする。 

8. チーム内のアダプタで、プライマリに設定する場合、ドライバを選択し、「プライ 
マリの設定」をクリックする。 

チーム内のアダプタで、セカンダリに設をする場合、ドライバを選択し、「セカンダ 
リの設定 ( S )」 をクリックしてください。 

両方の設定が終了した場合、 [0 K ] をクリックして画面を閉じてください。 

9. 「スイッチのテスト」をクリック後、スイッチのテスト画面が表示されたら、「テス 
卜の実行」をクリックして実行する。 

実行結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 



• AFT/ALB のセットアップは、ドライバインストール後、必ず再起動し 
た後に行う必要びありまず。 

• アダプタフォルトトレランス ( AFT ) のグループとして指定するアダプタ 
は、同一八ブ、異なる八ブのどち5の接続でも使用できまずが、異なる 
八ブに接続する場合は、ずべて同一 LAN (同ーネットワーク)上に存在す 
る必要びありますので、カスケード接続にしてください。 

• アダプティブ□—ドバランシング ( ALB ) を使用ずる場合は、スイッチン 
グ八ブにのみ接続できまず。 

• マザーボードまたはオプションのネッ トワーク九ー ドを交換する場合 
は、必ずチームを削除し、交換後にチームを再作成してください。 
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オプシヨンのネットワークボードのドライバ 


オプションのネットワークボード （ N 8104 -112/1 19/1 11/86/120/121) を使用する場合に 
ついて説明します。 

「 N 8104 -112/1 19/111/86/に0/121」を使用する場合は、 「 EXPRESS 目 ULDER 」 CD - 
ROM に格納されているドライバをインス I -ールしてください。 

「 N 8104 -1 12/119/120/121」のボードをドライバ 

レ DVD-ROM のドライブレター >:¥WINNT¥D0TNET¥NS4¥PR0 1 000¥WS03XP2KJ 

「 N 8104 -11 1/86」のボードをドライバ 

「く DVD-ROM のドライブレター >:¥WINNT¥DOTNET¥NS4¥PR0100¥WS03XP2K 」 


rN8104-114J のネットワークボードを使用する場合は、添付されている CD - ROM かフ 
□、ソピーディスクに格納されているドライバを使用してください。なお、インストール 
手順が不明な場合は、添がされているネットワークドライブのインストール手順を参照 
してください。 

くオプションボード用ネットワークドライブのインス I -ール> 

オプションのネットワークボード( N 8 104-1 12/119/11 1/86/120/121) を使用する場 
合は、下記のインストール方まに従って、ドライバのインストールをしてください。 


1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]一 [ Intel ( R ) PR 日/1日日〜]または [ Intel ( R ) PR 日/1000- 
] をダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PRO /100 〜]または [ Intel ( R ) PRO /1000 〜]ダイア□グボ、ソクスが表示さ 
れます。 



[? そのイ也のデバイス]一 [? イーサネットコントローラ]がある場合は [? イーサ 
ネットコントローラ]をダブルクリックしてくださし、。 


3. [ドライバ]タブを選択し、[ドライバの更新]をクリックする。 

[八ードウェアの更新ウィザード]が表示されます。 

4. [いいえ、今回は接続しません]を選択して、[次へ]をクリックする。 

己.[一覧または特定の場所からインストールする（詳細） ] を選択し、[次へ]をクリッ 
クする。 

6. [次の場所で最適のドライバを検索する]を選択し、[次の場所を含める]にチェック 
を入れ、 

「 N 81日 4-1 11/86」の場を、 

阳 VD - R 0 M のド'ライブレター >:¥ WINNT ¥ D 0 TNET ¥ NS 4¥ PR 0100¥ WS 03 XPSK ] 
rN 8104-1 12/1 19/120/121 J のボード名ドライバの場合、 

[く DVD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ D 0 TNET ¥ NS 4¥ PR 01000¥ WS 03 XPSK ] 

と入力し、[次へ]をクリックする。 

ドライバの模索が開始され、橫索後にインストールが始まります。しばらくすると 
[八ードウェアの更新ウイザードの完了]画面が表示されます。 

7. [完了]をクリックする。 

t 又上で完了です。 
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グラフィックスアクセラレータドライバ 

グラフ イ、ソ クスアクセラレータドライバは、 r システムのアップデート」で自動的にインストー 
ルされます。 



0 S のインストール後にグラフィックスアクセラレータドライバを削除し、再 
インストールする場合も<グラフィ ッ クスアクセラレータドライバのインス 
卜ール>を参照してください。 


くグラフィックスアクセラレータ （ N 810曰-4曰）のドライバについて> 

すでに運用中の装置において、グラフィックスアクセラレータ(N8 105-45) ボードの取りが 
け/取り外しを行う場合は、ずでにインストール済みのグラフ イ、ソ クスアクセラレータドライ 
パを削除ずる必要があります。 


標準装備のグラフィックスアクセラレータドライパとグラフィックスアクセ 
ラレータ ( N 810己-4己）ドライバを同時にインス!ルしないでください。 


次の手順に従って作業をすすめてください。 

1 . スタートメニューから[設茵一[コント□-ル]の順でポイントし、[プ□グラムの追 
加と削除]をクリックする。 

2. プ□グラムー覧からお使いのグラフィックスアクセラレータドライバを選択し、 [ 
変更と削除]をクリックする。 

標準装備のグラフィ、ソクスアクセラレータドライバを削除する場合： 

[Matrox Graphics Software(remove only)] 

グラフィックスアクセラレータ (N8105-45) ドライバを削除する場合： 

[ATI Display Driver] 

3. じ(降はメッセージに従ってアンインス!-ールをする。 

4. アンインス!-ール後、画面の指示に従ってシステムを再起動する。 

己.グラフィックスアクセラレータドライバをインス!-ールする。 

手動でインスI-ールする場合： 

次のく グラフィックスアクセラレータドライバのインス I -ール > を参照しドライ 

バのインストールを行う。 

自動でインストールする場合： 

「システムのアップデート」を参照してシステムのアップデートを行う。 


W 上で完了です。 
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くグラフ ィツ クスアクセラレータドライバのインス I -ール> 

グラフ ィ、ソ クスアクセラレータドライバのインストールを行う前に、すでにインストールされ 
たグラフ ィ 、ソクスアクセラレータドライバが削除されていることを確認してください。 


»rO 標準装備のグラフィックスアクセラレータドライバとグラフィックスアクセ 
置3 ラレータ( N 810已 -4 己）ドライバの両方をインス!ルしないでください。 


次の手順に従って作業をすすめてください。 

1 . 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - R 日 M を DVD - R 日 M ドライブにセットする。 

2. スタートメニューから[プ□グラム]-[アクセヴリ]の順でポイントし、[エクスプ 
□ーラ]をクリックする。 

3. グラフィックスアクセラレータドライバをインス I -ールする。 

標準装備のグラフィ 、ソ クスアクセラレータドライバの場合： 

レ DVD - ROM のドラィブレター >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ VIDEO ¥ MATROX 」 

ディレクトリ内のに ETUP . EXE ] アイコンをダブルクリ、ソクする。 

グラフィ、ソクスアクセラレータ ( N 8105 -45) ドライバの場合： 

レ DVD - ROM のドラィブレター >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ VIDEO ¥ ES 1000」 

ディレクトリ内のに ETUP . EXE ] アイコンをダブルクリ、ソクする。 



インストールするグラフィックスアクセラレータドライバを一つ還択してく 
ださい0 


4. 降はメッセージに従って作業を進めてください。 

途中、「デジタル署をが見つかりません。」というメッセージが表示された場合は、 
[はい]をクリックし、インストールを続けてください。 

己.インス!-ール後、システムを再起動する。 

W 上で完了です。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03-7 日/9日 / N 8190-126) を追加接続ずる 

+ 曰 A 

场口 


システムに SCSI コント日ーラ ( N 8103 -75/95/ N 8190 -126) を追力□接続する場合、 0 S のプラ 
グアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後ドライバの 
アップデートが必要です。システムのアップデートを実施することでドライバが適用されま 
す。 
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ディスクアレイコント□ーラ( N 81 03-80/81) を追加接続する 

•I •曰 A 

お口 


システムじディスクアレイコント□-ラ ( N 8103 -80/81) を追力□接続ずる場合、 OS のプラグア 
ンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後、ドライバの 
アップデートが必要です。 

JU 下の手順でドライバをインストールしてください。 

1. スタートメニューから[コント□—ルパネル]-[管理ツール]-[コンピュータの管理] 
から[デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. SCSI と RAID コント□ーラの 「LSI Megaraid SCSI 32日-1/2」を夕'ブルクリッ 
クする。 

3. [ドライバの更新]をクリックする。 

4. A - ドウェアの更新ウィザードが表示されるので、「一覧または特定の場所からイ 
ンス I -ールする(詳細)」を選択し、[次へ]をクリックする。 

己.「次の場所で最適のドライバを検索する」を選択し、[リムーバブルメディア(フ 
□ッピー、 CD - R 日 M など)を検索]チェックボックスをチェックする。 

目.フ□ッピーディスクドライブに 「Windows Server 2003 OEM-DISK for 
EXPRESS 巨 UILDER 」 をセットして、[次へ]をクリックする。 

7. [完了]をクリックする。 


W 上でドライバのインストールは完了です。 

画面の指示に従ってシステムを再起動してください。 



54 Windows Server 2003 のセットアップ 


N 81 03-7 日のドライバについて 

インストール方まじよりインスI -- ル後、 N 8103 -75 のドライバがシステムにインスIルさ 
れていない場合があります。その場合、じ(下の手順にてドライバをインストールしてください。 

1. スタートメニューから[コント□—ルパネル]-[管理ツール]-[コンピュータの管理] 
から[デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. デバイスマネージャで「その他のデバイス」として登録されている SCSI コント 
□ーラをダブルクリックする。 

3. [ドライバの更新]をクリックする。 

4. A - ドウエアの更新ウィザードが表示されるので、「一覧または特定の場所からイ 
ンストールする(詳細)」を選択し、[次へ]をクリックする。 

日. r 検索しないで、インストールするドライバを選択する」を選択し、炊へ]をク 
リックする。 

目.[ディスク使用 ( H )] をクリックする。 

- フ□ッ ピー ディスクドライブび接続されている場合 

フ□、ソピーディスクドライブに 「Windows Server 2003 OEM-D に K for 
EXPRESSBUILDERJ をセットして、製造元のファイルのコピー元に「3:¥」 

と入力し、 [0K] をクリックします。 

- フ□ッ ピー ディスクドライブび接続されていない場合 

DVD ドライブじ 「EXPRESSBUILDERJ CD-ROM をセットして製造元のファ 
イルのコピー元にレ DVD ドライブのドライブレター 
:¥\A/INNT¥0EMFD¥D0TNET¥FD1」 と入力し、 [0K] をクリックします。 

7. [Adaptec SCSI Card 29320 ALP - Ultra 320 SCSI ] を選択し、[次へ]をク U ッ 
クする。 

W 上でドライバのインストールは完了です。 

画面の指示に従ってシステムを再起動してください。 
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Boot . ini ファイルで使用可能なスイッチオプションについて 

巨00 t.ini ファイルを編集することで、様々なスイ、ソチオプションを使用することができます。 
使用可能なオプションについては、 U 下を参照してください。 

• ヴポート技術情報- KB 83372 1 

Windows XP および Windows Server 2003の Boot . in ロァイルで使用可能なスイッ 
チオプション 

4GB を超えるメモリを搭載できる装置では /PAE オプションの設をを行うことで 4GB 
を超えるメモリを使用できるようになります。 

/PAE オプションは、サポートされている製品が限をされています。 

じ(下のマイク□ソフトサポート技術情報を参照して磕認してください。 

• サボート技術情報- KB 29 1988 

4 GB RAM チューニング機能と物理アドレス J 広張のスイッチの説明 

じ(下に編集例を示します。 

1. 「スタート」メニューから[設定]をポイントして、[コント□ールパネル]をクリッ 
クする。 

2. 「コント□ールパネル」から、[システム]アイコンをダブルクリックする。 
「システムのプ□パティ」画面が表示されます。 

3. [詳細設定]タブから「起動と回復」にある[設定]をクリックする。 

4. 「起動と回復」画面にある「起動システム」の[編集]をクリックし、「目 oot . ini 」 を 
開<。 

己. fBootiniJ ファイルの [operating systems ] に 7 PAE " を追加し、上書き保存 
する。 

く Boot.ini ファイルの例> 

[boot loader] 
timeout 二30 

default 二 multi(0)disk(0)「disk(0)pa「titiori(2)¥WINDOWS 
[operating systems] 

multi(0)disk(0)「disk(0)pa「titiori に) ¥WINDOWS="Windows Server 2003" /fastdetect 
multi(0)disk(0)「disk(0)pa「titiori に) ¥WIND0WS 二" Windows Server 2003, PAE" 
/fastdetect /PAE 

C:¥CMDC0NS¥ 巨00 TSECT.DAT 二り Microsoft Windows 回復〕ンソール" /cmdcons 


上で Boot.ini への編集は終了です。 

r 起動/回復」画面にある「既をのオペレーティングシステム」で選択したエントリから自動的 
に起動するように設をすることができます。 
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障書処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、磕実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のようなセッ 
トアップをしておいてください。 

メモリダンプ（デバッグ情報）の設定 

本体内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設をです。 


メモリダンプのま意 

• メモリダンプの採取は保守ヴービス会社の保守員び行いまず。お客様は 
メモリダンプの設定のみを行ってください。 

• ここで示ず設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存ずるために再起 
動すると、起動時に仮想メモリび不足していることを示すメッセージび 
表示される場合びありまずび、そのまま起動してください。起動し直す 
と、メモリダンプを正しく保存でをない場合がありまず。 


次の手順に従って設ちします。 

1. スタートメニューから[コント□ールパネル]を選び、[システム]をクリックする。 
[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [詳細設定]タブをクリックする。 

3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 
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4. テキス ト ボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力する。 

く D ドライブじ 「MEMORY.DMP」 というファイルをで書き込む場合> 

D :¥ MEMORY.DMP 




Windows Server 2003 x 目4 Editions の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
しまず。ただし、搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません（メニューに表示されません)。 
その場台は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ + lMBm 上の空き容量のあるドライ 
ブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[力ーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 

Windows Server 2003の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨 
しまず。ただし、搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リタ’ンプ]を指定することはできません(メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 MB 1 U 上(メモリサイズび 2 GB 
を超える場合は、2048 MB +12 MBiy 上)の空き容量のあるドライブを 
指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2 GB を超える場台は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[力ーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 
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日.[パフォーマンス]ボックスの[設定]をクリックする。 

[パフォーマンスオプション]ウィンドウが表示されます。 



6. [パフォーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをクリックする。 
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7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 



8. [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を推 
奨値!;>(上に変更し、[設定]をクリックする。 



，■〇 • 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 

raa のための推奨サイズです。 

ブートボリュームには、ダンプファイルを格納するのに十分な大きさの 
初期サイズを持つぺージングファイルび(2、要です。 

また、ページングファイルび不足すると仮想メモリ不足により正確なデ 
バッグ情報を採取できない場合びあるため、システム全体で十分なペー 
ジングファイルサイズを設定してください。 

• r 推奨値」については、「作成するパーティシヨンサイズについて (34 
ページ)」を参照してください。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてぺージングファイルを 
再設定してください。 
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9. [ OK ] をクリックする。 

設をの変更内容によつてはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従つて再起動してください。 


ワトソン博±の設定 

Windows ワトソン博±はアプリケーションエラー用のデバッガです。アプリケーションエ 
ラーを橫化するとシステムを診断し、診断情報（ログ）を記録します。診断情報を採取できる 
よう次の手順に従って設をしてください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 

2. [名前]ボックスに rdrwtsn 32. exej と入力し、 [ OK ] をクリックする。 

[Windows ワトソン博±]ダイア□グボックスが表示されます。 



3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報の保存先を指定する。 



rDRWTSN32.LOG」 というファイルをで保存されます。 



If I ック I 


ネットワークパスは指定できません。□一カルコンピュータ上のパスを指定し 
てください。 
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4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッシュダンプファイルの保存先を指定する。 



「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナ 
リファイルです。 


己.[オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 

- ダンプシンボル テーブル 

- すべてのスレッドコンテ车ストをダンプ 

- 既存の□グファイルに追加 

- クラッシュダンプフアイルの作成 


それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 


6. [日のをクリックする。 


ネットワークモニタのインストール 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インストール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインストールしてお<ことをお勤めします。 

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、[コント□ールパネル]をクリック 
する。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [プ□グラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[プ□グラムの追力□と削除]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]を選択し、[詳細]をクリックする。 

[管理とモニタツール]ダイア□グボックスが表示されます。 

日.管理とモニタツールのサブコンポーネントの[ネットワークモニタツール] 
チェックボックスをオンにして [ OK ] をクリックする。 

目. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスに戻りますので、 
[次へ]をクリックする。 

7. ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場含は、要求された CD - R 日 M を 
DVD - R 日 M ドライブにセットして[日のをクリックする。 

8. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスの[完了]をクリッ 
クする。 

9. [プ□グラムの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をクリックする。 

10. [コント□ールパネル]ダイア□グボックスを閉じる。 


ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]一[管理ツール]をポイント 
し、[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。操作の説 
明じついては、オンラインヘルプを参照してください。 
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管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の rEXPRESSBUILDERJ CD-ROM には、監視用の 「ESMPRO/ServerAgent」 および管 
理用の 「ESMPRO/Se「ve「Manage「」 などが収録されています。 ESMPRO/ServerAgent は、 
シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□ールパネルじインス!-ールしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを確認してください。シームレスセットアップの設をでインストー 
ルしなかった場合は、第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインストールしてくださ 
い。 



ユーティリティには、ネットワーク上の管埋 PC にインストールするものもあ 
ります。詳しくは第3編の「ソフトウェア編」を参照してください。 


システムのアップデート（ヴービスパックの適用） 

システムのアップデートは、次のような場合に行います。 

• システム構成を変更した場合(内蔵オプションの機器の取りがけ/取り外しをした場合） 

• システムを修復した場合 

• バックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、 
再度 RUR のフ□、ソピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用して 
ください。このときサービスパックを再適用する必要はありません。） 

管理者権限のあるアカウント （Administrator など）で、システムに□グインした後、本体の 
DVD-ROM ドライブに 「EXPRESS 目 ULDER」CD-ROM をセットしてください。 

表示された画面「マスターコント□ールメニュー」の[ソフトウエアのセットアップ]を左ク 
リックし、メニューから[システムのアップデート]をクリックすると起動します。 W 降は画 
面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 


酱 EXPRESSB 叫 LDER 


〇オンラインドキュタント 


EXPRESSBU1LDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


, ソフトウェアの 
セットアップ 


Copyright NEC Corporation 


NEC 
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システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情 
報をバックアップすることをお勤めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設をを復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.日インチフ□ッピーディスクを用意する。 

2. 「EXPRESS 巨 UILDER 」 CD-R 日 M を本体装置の DVD-R 日 M ドライブにセットし 
て、再起動する。 

EXPRESSBUILDER から起動して 「EXPRESS 目 ULDER トップメニュー」が表示さ 
れます。 

3. [ツール]一[オフライン保守ユーティリティ]を選択する。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

W 降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 
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応用セツトアツ 


システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な手 
順でセ、ソトアツプしなければならない場合があります。 


シームレスセットアップ未巧応の大容量記憶装置コント□ーラ 
を利用する場合 

最新のディスクアレイコント日ーラなど、本装置に添付の EXPRESS 巨 UILDER に対応していな 
い大容量記憶装置コント□ーラが接続されたシステムにおいて、 0S の再インスI-ールなどを 
する場合は、次の手順でセツトアップしてください。 



• BTO (工場組み込み出荷）により、 0S 組み込み出荷された状態からセッ 
トアップを開始する場合には、本操作を行う必要はありません。 

• シームレスセットアップにが応しているオプションボードについては 
「EXPRESSBUILDER がサポートしているオプションボード」 （16 ぺ一 
ジ）を参照してください。 


1. セツトアップしよラとする大容量記憶装置コント□ーラの説明書を準備する。 



本書の内容と大容量記憶装置コントローラの説明書との内容が異なる場合は、 
大容量記憶装置コントローラの説明書を優先してください。 


2. ディスクアレイコント□—ラの場合は、コント□-ラの説明書に従って RAID の設 
定を行ラ。 

RAID 設をの不要な大容量記憶装置コント□-ラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. 「 EXPRESS 目 UILDER 」 CD - R 日 M からシステムを起動させる。 

4. シームレスセットアップを実行し、次のよラな内容に設定されていることを確認す 
る。 

- アレイディスクの設を画面が表示された場合は、[既存の RAID を使う]を 
チェックする 



コントローラに よっては、設を画面が現れないことがあります。 


-[大容量記憶装置用 OEM-FD の適用をする]をチェックする 



このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されている 
ドライバを読み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 
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日.シームレスセットアップの途中で[大容量記憶装置用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□ー ラじ添がされているフ□、ソピーディスクをフ□、ソピー 
ディスクドライブにセツトし、]: i 降は画面のメッセージに従って操作してください。 


r 大容量記憶装置用 OEM - FD 」 をフ□ッピーディスク 
ドライブに J 軍入して < ださい。 


0 K 終了 


マニュアルセットアップ 

マニュアルセツトアップについて説明します。 


Windows Server 2003 x64 Editions の場台 

オペレーティングシステムのインスI-ールは、マニュアルセットアップを使用します。 

マニュアルセットアップで Windows Server 2003x64 Editions をインストールする方まじつ 
いては、 EXPRESS 目 UILDER に格納されているオンラインド羊ュメント 「Microsoft Windows 
Server 2003 R2, Standard x64 Edition / Microsoft Windows Server 2003 R2, Enterprise 
x64 Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。また、あらかじ 
め EXPRESS 巨 UILDER から、「サポートディスク」を作成しておいてください。 


Windows Server 2003 の場合 

オペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップを使用することをお勧 
めしていますが、特殊なインスI-ールに対応する場合、マニュアルセットアップが必要になる 
ことがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows Server 2003をインストールする方まについて 
は、 EXPRESSBULDER に格納されているオンラインド羊ュメント 「Microsoft Windows 
Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。また、あらか 
じめ EXPRESSBULDER から、「サポートディスク」を作成しておいてください。 


^ オプションボードを接続する場合は、オプションボードに添付の説明書も併せ 
医エック I て参照してください。 
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サポートディスクとは 

• Windows Server 2003 x 目4 Editions の場合 

「マニュアルセットアップ」では 、 「Windows Server 2003 x 64 Edition OEM - D に K for 
EXPRESSBUILDERJ と呼ばれるサポートディスクが必要です。作成方法については、 
EXPRESSBUILDER じ格納されているオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 
Server 2003 R 2, Standard x 64 Edition / Microsoft Windows Server 2003 R 2, 
Enterprise x 64 Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 

参 Windows Server 2003の場合 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアルセット 
アップ」では 、 「Windows Server 2003 0 EM - D に K for EXPRESSBUILDER 」 と呼ばれ 
るサポートディスクが必要です。 

「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDERJ には 、 Windows Server 
2003のインストールで必要となる RAID コント□ーラや SCSI コント□ーラのドライバな 
どが含まれています。マニュアルセットアップを始める前じ 「Windows Server 2003 
OEM-DISK for EXPRESSBUILDERJ を用意してください。 

1. 3.己インチフ□ッピーディスクを1枚用意する。 

2. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にする。 

3. 本体の DVD - ROM ドライブに添付の 「EXPRESSBUILDERJ CD - R 日 M をセット 
する。 

4. CD-R 日 M をセットしたら、リセットする（く Ctrl >+ く Alt >+ く Delete 〉 キーを押す） 
か、電源を日 FF / 日 N してシステムを再起動する。 

CD - ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESS 目 ULDER が起動します。 

己.[ツールメニュー]から[サポートディスクの作成]を選択する。 

目.[サポートディスク作成メニュー]から [Windows Server 2日日3日 EM-D に K 
for EXPRESSBUILDER ] を選択する。 

7. 画面の指示に従ってフ□ッピーディスクをセットする。 

「Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDERJ が作成されます。 

作成した 「Windows Server 2003 OEM-D に K for EXPRESSBUILDERJ はライト 
プ□テクトをし、ラベルを貼って大切に保管してください。 

Windows(Windows 95 W 降 、 WindowsNT 4.0 W 降)が動作するコンピュータをお持ちの場 
合は、 Windows 上で 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセットすると起動する「マスター 
コン ト □-ルメニュ ー」 から Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 
を作成することもできます。 
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論理ドライブび複数を在する場合の再セットアップ手順 

再セツトアップをはじめる前に、万一の場合に備えて必ずデータのバックアップを行ってくだ 
ぎい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セットアップを開始する。 

2. 次のメッセージが表示されたら、日 S をセツトアップしたいパーティションを選択 
する。 


次の一覧には、このコンピュータ上の既存のパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 


W -0 システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ 
完了後は修正できません。この画面で正しいドライブ文字び割り当て5れてい 
ることを5 崔認、 してか5セットアップを 続^ 5してください。 

3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セツトアップを続行する。 

W 上で完了です。 



セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合がありま 
す。ドライブ文字の修正が必要な場合は次項の「ドライブ文字の修正手順」に 
従ってドライブ文字を変更してください。 


ドライブス字の修正手順 

W 下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更できま 
せん。ごを意ください。 

1 . [スタートメニュー ] から[マイコンピュータ]をちクリックし、[管理]を選択して[コ 
ンピュータの管理]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブタ字を変更したいボリュームを選択してちクリックし、[ドライブ文字と 
パスの変更]を選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

5. [次のドライブタ字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブタ字を選択 
する。 

目.[日 K ] をクリックする。 








68 Windows Server 2003 のセットアップ 


7. 下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 

ボリュームのドライブ文字を変更ずると、プ□グラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を変更しまずか？ 

8. [コンピュータの管理]を終了する。 

上で完了です。 





